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8.3.5 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備 

並びに格納容器再循環設備 
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8.3.5.1 非常用ガス処理系 











工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

主排気筒

第8-3-5-1-1-5図

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（非常用ガス処理系）に係る機

器の配置を明示した図面（その5）

9509
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第 8-3-5-1-2-1～3 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（非常用ガス処理系）に係る主配管の配置を明示した図面 

別紙 1 

工事計画抜粋 

変  更  前＊1 変  更  後 

NO.＊17 
名     称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名     称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

非 
 

常 
 

用 
 

ガ 
 

ス 
 

処 
 

理 
 

系 

＊2 
原子炉建屋原子炉区域 

～ 

非常用ガス処理系 

不活性ガス配管合流部 
 

14＊3 100 267.4＊4 9.3＊4 STPT410＊5 

非 
 

常 
 

用 
 

ガ 
 

ス 
 

処 
 

理 
 

系 

変更なし 

変更なし 1 

― 14＊6 100＊6 

＊4, ＊7 
 267.4 

/267.4 

/267.4 
 

＊4, ＊7 

 9.3 

/9.3 

/9.3 
 

STPT410＊7 2 

＊4, ＊7, ＊8 
267.4 

 

＊4, ＊7, ＊8 
9.3 

 

＊7, ＊8  
STPT410 

 

3 

＊2 
非常用ガス処理系 

不活性ガス配管合流部 

～ 

非常用ガス処理系乾燥装置 
 

― 

変更なし 

14＊6 100＊6 

＊4, ＊7 
 267.4 

/267.4 

/― 
 

＊4, ＊7 

 9.3 

/9.3 

/― 
 

STPT410＊7 4 

14＊3 100 267.4＊4 9.3＊4 STPT410＊5 変更なし 5 

― 14＊6 100＊6 

＊4, ＊7 
 267.4 

/267.4 

/267.4 
 

＊4, ＊7 

 9.3 

/9.3 

/9.3 
 

STPT410＊7
 6 

＊4, ＊7, ＊8 

267.4 
 

＊4, ＊7, ＊8 

9.3 
 

＊7, ＊8 

STPT410 
 

7 

非常用ガス処理系乾燥装置 

 14＊3 120 
267.4＊4 ＊9(9.0＊4) SM400B ＊10 

―＊11 
― 

＊4, ＊12 

1700×1300 
＊9(9.0＊4) SM400B ＊10 ― 

＊9 
非常用ガス処理系乾燥装置 

～ 

非常用ガス処理系排風機 
 

14 120 

267.4＊4 9.3＊4 SUS304TP 

変更なし 

8 

 ＊4 ( ＊4) SUS304 9 

非常用ガス処理系排風機 

～ 

非常用ガス処理系フィルタ装置 
 

25＊3 150 267.4＊4 9.3＊4 STPT410＊5 

変更なし 

変更なし 10 

― 25＊6 150＊6 

＊4, ＊7, ＊8 
267.4 

 

＊4, ＊7, ＊8 

9.3 
 

＊7, ＊8 

STPT410 
 

11 

＊4, ＊7 

 267.4 

/267.4 

/267.4 
 

＊4, ＊7 

 9.3 

/9.3 

/9.3 
 

STPT410＊7 12 

25＊3 150 

267.4＊4, ＊9 9.3＊4, ＊9 SUS304TP ＊9 

変更なし 

13 

＊4, ＊9 
＊9 

( ＊4) 

 

SUS304 ＊9 14 

非常用ガス処理系フィルタ装置 

 25＊3 150 

267.4＊4 ＊9(9.0＊4) SM400B ＊10 

―＊11 

― 

＊4, ＊13 

1700×1600 
＊9(9.0＊4) SM400B ＊10 ― 
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変  更  前＊1 変  更  後 

NO.＊17 
名   称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名   称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

非 
 

常 
 

用 
 

ガ 
 

ス 
 

処 
 

理 
 

系 

＊14 

非常用ガス処理系フィルタ装置 

～ 

T22-F004A,B 
 

25＊3 150 267.4＊4 9.3＊4 STPT410＊5 

非 
 

常 
 

用 
 

ガ 
 

ス 
 

処 
 

理 
 

系 

変更なし 

変更なし 15 

― 25＊6 150＊6 

＊4, ＊7 

 267.4 

/267.4 

/267.4 
 

＊4, ＊7 

 9.3 

/9.3 

/9.3 
 

STPT410＊7 16 

＊14 

T22-F004A,B 

～ 

非常用ガス処理系窒素パージライ

ン(A)合流部及び非常用ガス処理

系窒素パージライン(B)合流部 
 

25＊3 150 267.4＊4 9.3＊4 STPT410＊5 変更なし 17 

＊14 

非常用ガス処理系窒素パージライ

ン(A)合流部及び非常用ガス処理 

系窒素パージライン(B)合流部 

～ 

耐圧強化ベントライン合流部 

 

― 
＊15 

非常用ガス処理系窒素パージラ

イン(A)合流部及び非常用ガス処

理系窒素パージライン(B)合流部 

～ 

耐圧強化ベントライン合流部 

 

620＊6 171＊6 
46.0＊4  (5.75＊4) S25C 18 

46.0＊4  (9.4＊4) S25C 19 

25＊3 150 267.4＊4 9.3＊4 STPT410＊5 
変更なし 

620＊6 

変更なし 

171＊6 
変更なし 20 

― 620＊6 171＊6 

＊4, ＊7 

 267.4 

/267.4 

/267.4 
 

＊4, ＊7 

 9.3 

/9.3 

/9.3 
 

STPT410＊7 21 

＊4, ＊7, ＊8 

267.4 
 

9.3＊4, ＊7, ＊8 

＊7, ＊8 

STPT410 
 

22 

＊4, ＊7 

 318.5 

/267.4 
 

＊4, ＊7 

 10.3 

/ 9.3 
 

STPT410＊7 23 

＊14 

耐圧強化ベントライン合流部 

～ 

主排気筒 

 

― 

＊16 

耐圧強化ベントライン合流部 

～ 

主排気筒 

 

620＊6 171＊6 

＊4, ＊7 

 318.5 

/318.5 

/318.5 
 

＊4, ＊7 

 10.3 

/10.3 

/10.3 
 

STPT410＊7 24 

25＊3 150 318.5＊4 10.3＊4 STPT410＊5 
変更なし 

620＊6 

変更なし 

171＊6 
変更なし 25 

― 620＊6 171＊6 

＊4, ＊7, ＊8 

318.5 
 

＊4, ＊7, ＊8 

10.3 
 

＊7, ＊8 

STPT410 
 

26 

＊4, ＊7 

 318.5 

/― 

/318.5 
 

＊4, ＊7 

 10.3 

/― 

/10.3 
 

STPT410＊7 27 

＊9 

T31-F020 

～ 

非常用ガス処理系 

不活性ガス配管合流部 
 

14 100 267.4＊4 9.3＊4 STPT410 変更なし ― 

 注記＊1 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には放射線管理設備のうち換気設備に記載。 
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   ＊2 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉建屋原子炉区域から非常用ガス処理系乾燥装置まで」と記載。 

＊3 ：SI 単位に換算したものである。 

＊4 ：公称値を示す。 

＊5 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「STPT42」と記載。記載内容は，設計図書による。 

＊6 ：重大事故等時における使用時の値。 

＊7 ：本設備は既存の設備である。 

＊8 ：エルボを示す。 

＊9 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊10：記載の適正化を行う。既工事計画書には「SM41B」と記載。記載内容は，設計図書による。 

＊11：当該ラインについては，主配管に該当しないため記載の適正化を行う。 

＊12：記載の適正化を行う。既工事計画書には「角型 1300W×1700H」と記載。 

＊13：記載の適正化を行う。既工事計画書には「角型 1600W×1700H」と記載。 

＊14：記載の適正化を行う。既工事計画書には「非常用ガス処理系フィルタ装置から排気筒まで」と記載。 

＊15：圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（耐圧強化ベント系）と兼用。 

＊16：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（耐圧強化ベント系）及び圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（耐圧強化ベント系）と 

   兼用。 

＊17：第 8-3-5-1-2-1～3図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（非常用ガス処理系）に係る主配管の配置を明

示した図面に記載の丸番号を示す。 

 

 

 



 1 

第 8-3-5-1-2-1～3 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃

度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（非常用ガス処理系）に係る主

配管の配置を明示した図面 別紙 2 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［主配管］ 

管ＮＯ.5＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 46.0 
 mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 5.75 
 mm 

 mm 
同上 

 

管ＮＯ.6＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 46.0 
 mm 

   mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 9.4 
mm 

mm 
同上 

 

管ＮＯ.8＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 10.3 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記＊：管の基本板厚計算書のＮＯ.を示す。 

K7
 ①

 8
-
3-
5-
1-
2-
1～

3 
R1
E 









1 

K7
 ①

 8
-3
-5
-1
-4
-1
 R
1E
 

第 8-3-5-1-4-1 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（非常用ガス処理系）の構造図 非

常用ガス処理系乾燥装置 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[非常用ガス処理系乾燥装置] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 
1700  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

1300  mm 同上 

厚さ 9.0 
＋0.65 mm 

 mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３１９３による材料公差 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ４３０４による材料公差及び

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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第 8-3-5-1-4-2 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（非常用ガス処理系）の構造図 非

常用ガス処理系排風機 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[非常用ガス処理系排風機] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

吸込内径 255  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

吐出内径 255  mm 同上 

たて 1167.5 mm 同上 

横 1990 mm 同上 

高さ 1650  mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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第 8-3-5-1-4-3 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（非常用ガス処理系）の構造図 非

常用ガス処理系フィルタ装置 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[非常用ガス処理系フィルタ装置] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

吸込内径 249.4  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

吐出内径 249.4  mm 同上 

厚 

さ 

吸込 9.0 
＋0.65 mm 

 mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３１９３による材料公差 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ４３０４による材料公差及び

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

吐出 9.0 
＋0.65 mm 

 mm 
同上 

ケーシング 9.0 
＋0.65 mm 

 mm 
同上 

たて 1600   mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 8800  mm 同上 

高さ 1700   mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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8.3.5.2 可燃性ガス濃度制御系 
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第 8-3-5-2-2-1～7 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（可燃性ガス濃度制御系）に係る主配管の配置を明示した図

面 別紙 1 

工事計画抜粋 

  

変  更  前＊1 変  更  後 

NO.＊12 
名    称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名    称 

最高使用 

圧 力 

(kPa)  

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

可 

燃 

性 

ガ 

ス 

濃 

度 

制 

御 

系 

＊2 

ドライウェル 

～ 

可燃性ガス濃度制御系再結合

装置(A) 

― 

可 

燃 

性 

ガ 

ス 

濃 

度 

制 
御 

系 

変更なし 

310 171 

＊3 

 318.5 

/216.3 

＊3 

 10.3 

/8.2 
STPT410 1 

＊3 

 216.3 

/114.3 

＊3 

 8.2 

/6.0 
STPT410 2 

310＊4 171 
114.3＊3,＊5,＊6 6.0＊3,＊5,＊6 STPT410＊5,＊6 

変更なし 
3 

114.3＊3 6.0＊3 STPT410＊7 4 

― 310 171 89.1＊3 5.5＊3 STPT410 5 
＊2 

ドライウェル 

～ 

可燃性ガス濃度制御系再結合

装置(B) 310＊4 171 

＊3, ＊6 

 165.2 

/114.3 

＊3, ＊6 

 7.1 

/6.0 
STPT410＊6 

変更なし 

変更なし 

6 

114.3＊3,＊5,＊6 6.0＊3,＊5,＊6 STPT410＊5,＊6 7 

114.3＊3 6.0＊3 STPT410＊7 8 
＊3, ＊6 

 114.3 

/114.3 

/114.3 

＊3, ＊6 

 6.0 

/6.0 

/6.0 

STPT410＊6 変更なし 

＊3 

 114.3  

/ ― ＊8 

/114.3  

＊3 

 6.0  

/―＊8 

/6.0  

変更なし 9 

＊9 

可燃性ガス濃度制御系再結合

装置(A) 

～ 

サプレッションチェンバ 

310＊4 171 165.2＊3 7.1＊3 STPT410＊7 

変更なし 

変更なし 10 

― 310 171 165.2＊3,＊5 7.1＊3,＊5 STPT410＊5 11 

310＊4 104 

＊3, ＊6 

 165.2 

/165.2 

/165.2 

＊3, ＊6 

 7.1 

/7.1 

/7.1 

STPT410＊6 変更なし 

＊3 

 165.2  

/ ― ＊8 

/165.2  

＊3 

 7.1  

/―＊8 

/7.1  

変更なし 12 

165.2＊3 7.1＊3 STPT410＊7 変更なし 13 

― 310 104 

165.2＊3,＊5 7.1＊3,＊5 STPT410＊5 14 

165.2＊3 5.5 (7.1＊3) SFVC2B 15 
＊3 

 318.5 

/165.2 

＊3 

 10.3 

/7.1 
SUS304LTP 16 

＊9 

可燃性ガス濃度制御系再結合

装置(B) 

～ 

フィルタベントドレン移送 

ライン合流部 

310＊4 171 165.2＊3 7.1＊3 STPT410＊7 

変更なし 

17 

310＊4 104 165.2＊3 7.1＊3 STPT410＊7 18 

＊9 

フィルタベントドレン移送 

ライン合流部 

～ 

サプレッションチェンバ 

― 
＊10 

フィルタベントドレン移

送ライン合流部 

～ 

サプレッションチェンバ 

620＊11 200＊11 
75.0＊3   (6.95＊3) S25C 19 

75.0＊3  (11.15＊3) S25C 20 

310＊4 104 165.2＊3 7.1＊3 STPT410＊7 
変更なし 

620＊11 

変更なし 

200＊11 
変更なし 21 

― 
310 

620＊11 

104 

200＊11 
165.2＊3,＊5 7.1＊3,＊5 STPT410＊5 22 
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 注記＊1 ：変更後の記載に合わせるため，既工事計画書の記載から修正を行う。 

＊2 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「ドライウェルから可燃性ガス濃度制御系可搬式再結合装置（通常運転時，可燃性ガス濃度制御系可搬式再結合装置が設置されない場合は閉止フランジ）まで」と記載。 

＊3 ：公称値を示す。 

＊4 ：SI 単位に換算したものである。 

＊5 ：エルボを示す。 

＊6 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊7 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「STPT42」と記載。記載内容は，設計図書による。 

＊8 ：当該ラインについては，主配管に該当しないため記載の適正化を行う。 

＊9 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「可燃性ガス濃度制御系可搬式再結合装置（通常運転時，可燃性ガス濃度制御系可搬式再結合装置が設置されない場合は閉止フランジ）からサプレッションチェンバまで」

と記載。 

＊10：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（格納容器圧力逃がし装置），圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（格納容器圧力逃が

し装置）及び圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）と兼用。 

＊11：重大事故等時における使用時の値。 

＊12：第 8-3-5-2-2-1～7 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（可燃性ガス濃度制御系）に係る主配管の配置

を明示した図面に記載の丸番号を示す。 



 1 

第 8-3-5-2-2-1～7 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃

度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（可燃性ガス濃度制御系）に係

る主配管の配置を明示した図面 別紙 2 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［主配管］ 

管ＮＯ.1＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 75.0 
mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 6.95 
mm 

 mm 
同上 

 

管ＮＯ.2＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 75.0 
mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 11.15 
 mm 

mm 
同上 

 

管ＮＯ.3＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.4＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 10.3 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 
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 2 

工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.5＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.6＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1.6mm ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 6.0  
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.7＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.8＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.9＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 7.1 
mm 

mm 
同上 

 

管ＮＯ.10＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.11＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 10.3 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.12＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 89.1 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 5.5 
mm 

－12.5％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記＊：管の基本板厚計算書のＮＯ.を示す。 
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第8-3-5-2-4-3図

東京電力ホールディングス株式会社

9415

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備（可燃性ガス濃度制

御系）の構造図　可燃性ガス濃度制御系

再結合装置ブロワ

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

（吐出口径）

78.1

（吸込口径）

78.1

（
高
さ
）

1
1
0
0

原動機



1 
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第 8-3-5-2-4-3 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（可燃性ガス濃度制御系）の構造図 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロワ 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロワ] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

吸込口径 78.1  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

吐出口径 78.1  mm 同上 

高さ 1100 mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 



第8-3-5-2-4-4図

東京電力ホールディングス株式会社

9415

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備（可燃性ガス濃度制

御系）の構造図　可燃性ガス濃度制御系

再結合装置

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

N5

N4

N3

N2

N1

符号

ドレン出口

ドレン出口

冷却水入口

ガス出口

ガス入口

名　　称

1

1

1

1

1

個数

20A

20A

20A

150A

100A

呼び径

管　　台　　一　　覧　　表

2

1

番号

再結合装置加熱器

再結合装置内配管

品　　名

1

一式

個数

SUS304TP

SUS304TP,SUSF304

材　　料

部　　品　　表

Ａ～Ａ矢視図外形図

（
高
さ
）
1
7
3
1

N1

A

A

（たて）4550

（
横
）
2
4
5
0

N2N5 N4 N3

1 2可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロワ
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第 8-3-5-2-4-4 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（可燃性ガス濃度制御系）の構造図 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[可燃性ガス濃度制御系再結合装置] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

たて 4550  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 2450  mm 同上 

高さ 1731  mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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8.3.5.3 水素濃度抑制系 
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第 8-3-5-3-2-1～5 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃

度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（水素濃度抑制系）の構造図 

静的触媒式水素再結合器 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[静的触媒式水素再結合器] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

全高   mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

幅   mm 同上 

奥行   mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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8.3.5.4 耐圧強化ベント系 













工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

主排気筒

第8-3-5-4-1-6図

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る機

器の配置を明示した図面（その6）

9902



 名　称  可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊1,＊2

　　　　 ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）
＊3

保管場所 大湊側高台保管場所 T.M.S.L.約35000mm

 名　称  可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊1,＊2

　　　　 ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）
＊3

保管場所 荒浜側高台保管場所 T.M.S.L.約37000mm

注記＊1 ：下記設備は，可搬型窒素供給装置の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　　　  可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）

　　＊2 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ1個ずつ保管するとともに，予備1個を保管場所2箇所のうちいずれかに保管する。

　　＊3 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ6本ずつ保管するとともに，予備1本を保管場所2箇所のうちいずれかに保管する。

　：保管場所

東京電力ホールディングス株式会社

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

第8-3-5-4-1-7図

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び

可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循

環設備（耐圧強化ベント系）に係る機器の配

置を明示した図面（その7）

0225



 名　称　可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊1

　ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）
＊2
　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 7号機建屋付近  　　　　　　　 　　　 可搬型窒素供給装置

第8-3-5-4-1-8図

9Y08

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び

可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循

環設備（耐圧強化ベント系）に係る機器の配

置を明示した図面（その8）

注記＊1 ：下記設備は，可搬型窒素供給装置の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

          可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）

    ＊2 ：可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）の窒素パージライン接続口の取付箇所は第8-3-5-4-1-10図参照。

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所に

　 おける関係性を示すため，7号機側への

　 取付箇所を示す。

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

　：取付箇所



※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所に

　 おける関係性を示すため，6号機側への

　 取付箇所を示す。

 名　称　可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊1

　ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース(6,7号機共用)
＊2

　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 6号機建屋付近  　　　　　　　 　　　 可搬型窒素供給装置

第8-3-5-4-1-9図

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び

可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循

環設備（耐圧強化ベント系）に係る機器の配

置を明示した図面（その9）

注記＊1 ：下記設備は，可搬型窒素供給装置の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

          可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）

    ＊2 ：可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）の窒素パージライン接続口の取付箇所は第8-3-5-4-1-11図参照。

9Y07

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

　：取付箇所



PN

 名　称  ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）　

取付箇所 原子炉建屋 T.M.S.L.約12300mm

　　　　 7号機：耐圧強化ベント窒素パージライン接続口

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所における関係性を示すため，7号機側への取付箇所を示す。

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称
　：取付箇所

第8-3-5-4-1-10図

0204

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び

可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循

環設備（耐圧強化ベント系）に係る機器の配

置を明示した図面（その10）

東京電力ホールディングス株式会社



PN

 名　称  ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）　

取付箇所 原子炉建屋 T.M.S.L.約12300mm

　　　　 6号機：耐圧強化ベント窒素パージライン接続口

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所における関係性を示すため，6号機側への取付箇所を示す。

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称
　：取付箇所

第8-3-5-4-1-11図

0204

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び

可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循

環設備（耐圧強化ベント系）に係る機器の配

置を明示した図面（その11）

東京電力ホールディングス株式会社



A

A

A～A矢視図

T.M.S.L.  23500

原子炉区域・タービン区域

換気空調系へ

不活性ガス系より

　　　　　

1

1

不活性ガス系より
第8-3-5-4-2-2図へ

第8-3-5-4-2-2図へ

550A-AC

550A-AC

原子炉区域・タービン区域

換気空調系へ

原子炉建屋

名

称

第8-3-5-4-2-1図工事計画認可申請

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る

主配管の配置を明示した図面（その1）

9Y12AC

系統番号：T31

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。



550A-FCVS

A

A

A～A矢視図

T.M.S.L.  23500

格納容器圧力

逃がし装置へ

格納容器圧力逃がし装置へ

第8-3-5-4-2-1図より

B B

B～B矢視図

550A-FCVS

550A-FCVS

9

第8-3-5-4-2-3図へ

4

5

7

86
2

9 6

7
5 4

6865

2

3

8

3

2

7

第8-3-5-4-2-1図より

第8-3-5-4-2-3図へ

　　　　

原子炉区域・タービン区域

換気空調系へ

不活性ガス系より

原子炉区域・タービン区域

換気空調系へ

不活性ガス系より

原子炉建屋

名

称

第8-3-5-4-2-2図工事計画認可申請

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る

主配管の配置を明示した図面（その2）

9Y18FCVS

系統番号：T61

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。



A

A

A～A矢視図

T.M.S.L.  23500

非常用ガス処理系へ

550A-SGTS

第8-3-5-4-2-2図より

非常用ガス処理系へ

450A

450A

10

10

11

12 13

111213

300A-SGTS

300A-SGTS

第8-3-5-4-2-2図より

550A-SGTS

原子炉建屋

名

称

第8-3-5-4-2-3図工事計画認可申請

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る

主配管の配置を明示した図面（その3）

9Y12SGTS

系統番号：T22

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。



B～B矢視図A～A矢視図

 T.M.S.L. 12300
B B

A

A

14

15

16

17

18

17

16

15

14 18

16

17

窒素パージライン接続口

25A-HCVS

第8-3-5-4-2-5図へ

第8-3-5-4-2-5図へ

窒素パージライン接続口

25A-HCVS

25A-HCVS

原子炉建屋

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

9Y08HCVS

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る

主配管の配置を明示した図面（その4）

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-5-4-2-4図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

系統番号：T63

注1：寸法はmmを示す。



A

A

T.M.S.L.  18100

A～A矢視図

16

17

18

16

17

18

第8-3-5-4-2-4図より

第8-3-5-4-2-6図へ

第8-3-5-4-2-6図へ

第8-3-5-4-2-4図より

25A-HCVS

25A-HCVS

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

系統番号：T63

注1：寸法はmmを示す。

原子炉建屋

9Y08HCVS

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る

主配管の配置を明示した図面（その5）

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-5-4-2-5図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機



A～A矢視図

B～B矢視図

T.M.S.L.  23500

C～C矢視図

A

A

16

17

19

17 16

1716

17

25A-HCVS 第8-3-5-4-2-5図より

25A-HCVS

25A-HCVS

第8-3-5-4-2-5図より

16

19

25A-HCVS

第8-3-5-4-2-7図へ

第8-3-5-4-2-7図へ

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

系統番号：T63

注1：寸法はmmを示す。

原子炉建屋

9Y14HCVS

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る

主配管の配置を明示した図面（その6）

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-5-4-2-6図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機



T.M.S.L.  23500

非常用ガス処理系へ

第8-3-5-4-2-6図より

20

21

25A-SGTS

20

21

25A-SGTS

A～A矢視図

第8-3-5-4-2-6図より

2120 21 20

A

A

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

系統番号：T22

注1：寸法はmmを示す。

原子炉建屋

9Y14SGTS

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る

主配管の配置を明示した図面（その7）

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-5-4-2-7図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機
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第 8-3-5-4-2-1～7 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る主配管の配置を明示した図面 

別紙 1 

工事計画抜粋 

 

変  更  前 変  更  後 

NO.＊9 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(kPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名    称 

最 高 使 用 

圧 力 

(kPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

不
活
性
ガ
ス
系 

― 

不
活
性
ガ
ス
系 

＊1 

耐圧強化ベント 

バイパスライン分岐部 

～ 

T31-F072 
 

620＊2 200＊2 558.8＊3 8.6 (9.5＊3) SM400C 1 

格 

納 

容 

器 

圧 

力 

逃 

が 

し 

装 

置 

格 

納 

容 

器 

圧 

力 

逃 

が 

し 

装 

置 

＊1 

T31-F072 

～ 

耐圧強化ベント 

バイパスライン合流部 
 

620＊2 200＊2 

559.0＊3 (9.53＊3) 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
2 

558.8＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 3 

＊1 

耐圧強化ベントライン分岐部 

～ 

耐圧強化ベント 

バイパスライン合流部 
 

620＊2 200＊2 

559.0＊3 (9.53＊3) 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
4 

558.8＊3，＊4，＊5 9.5＊3，＊4，＊5 STPT410＊4，＊5 5 

＊1 

耐圧強化ベント 

バイパスライン合流部 

～ 

格納容器フィルタ 

ベントライン分岐部 

620＊2 200＊2 

＊3 

 558.8 

/558.8 

/558.8 
 

＊3 

 9.5 

/9.5 

/9.5 
 

STPT410 6 

558.8＊3，＊5 
＊5 

（9.5＊3） 
SM400C＊5 7 

559.0＊3
 (9.53＊3) 

STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
8 

＊5，＊6 

格納容器フィルタ 

ベントライン分岐部 

～ 

T61-F002 
 

620＊2 200＊2 558.8＊3 （9.5＊3） SM400C 9 

非 

常 

用 

ガ 

ス 

処 

理 

系 

非 

常 

用 

ガ 

ス 

処 

理 
系 

＊5，＊6 

T61-F002 

～ 

耐圧強化ベントライン合流部 
 

620＊2 171＊2 

558.8＊3 （9.5＊3） SM400C 10 

＊3 

 558.8 

/457.2 
 

＊3 

 9.5 

/9.5 
 

SM400C 11 

＊3 

 457.2 

/318.5 
 

＊3 

 9.5 

/10.3 
 

SM400C 12 

318.5＊3 10.3＊3 STPT410 13 
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 注記＊1 ：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置）並びに圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環 

設備（格納容器圧力逃がし装置）及び圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）と兼用。 

＊2 ：重大事故等時における使用時の値。 

＊3 ：公称値を示す。 

＊4 ：エルボを示す。 

＊5 ：本設備は既存の設備である。 

＊6 ：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（耐圧強化ベント系）と兼用。 

＊7 ：差込み継手の差込み部内径を示す。 

＊8 ：差込み継手の最小厚さを示す。 

＊9 ：第 8-3-5-4-2-1～7図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る主配管の配置を 

明示した図面に記載の丸番号を示す。 

変  更  前 変  更  後 

NO.＊9 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(kPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名    称 

最 高 使 用 

圧 力 

(kPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

耐 

圧 

強 

化 

ベ 

ン 

ト 

系 

― 

耐 

圧 

強 

化 

ベ 

ン 

ト 

系 

耐圧強化ベント 

窒素パージライン接続口 

～ 

T22-F202A 及び T22-F202B 

500＊2 66＊2 

34.0＊3 3.4＊3 SUS304TP 14 

34.5＊3，＊4，＊7 5.0＊3，＊4，＊8 SUS304＊4 15 

620＊2 171＊2 

34.0＊3 3.4＊3 SUS304TP 16 

34.5＊3，＊4，＊7 5.0＊3，＊4，＊8 SUS304＊4 17 

34.5＊3，＊7 5.0＊3，＊8 SUS304 18 

＊3，＊7 

 34.5 

/34.5 

/34.5 
 

＊3，＊8 

 5.0 

/5.0 

/5.0 
 

SUS304 19 

非 

常 

用 

ガ 

ス 

処 

理 

系 

非 

常 

用 

ガ 

ス 

処 

理 

系 

T22-F202A 及び T22-F202B 

～ 

非常用ガス処理系 

窒素パージライン(A)合流部 

及び 

非常用ガス処理系 

窒素パージライン(B)合流部 

620＊2 171＊2 

34.0＊3 3.4＊3 SUS304TP 20 

34.5＊3，＊4，＊7 5.0＊3，＊4，＊8 SUS304＊4 21 



 

1 

K7
 ①

 8
-3
-5
-4
-2
-1
～

7 
R1
 

第 8-3-5-4-2-1～7 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃

度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（耐圧強化ベント系）に係る主

配管の配置を明示した図面 別紙 2 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[主配管] 

管ＮＯ.1＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 558.8 ±0.5％ 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 9.5 
＋15％ 

－10％ 
同上 

 

管ＮＯ.2＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 559.0 
＋3.19mm 

－0.79mm 

米国試験材料協会 高温配管継目無炭素鋼

鋼管（ASTM A106B）による材料公差 

厚さ 9.53 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.3＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 558.8 
＋6.4mm 

－4.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 9.5 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.4＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 558.8 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 9.5 
mm 

mm 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.5＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 558.8  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 9.5 
mm 

mm 
同上 

 

管ＮＯ.6＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 558.8 
＋6.4mm 

－4.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１３による材料公差 

厚さ 9.5 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.7＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 457.2 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１３による材料公差 

厚さ 9.5 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.8＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 318.5 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１３による材料公差 

厚さ 10.3 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.9＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 318.5 ±0.8％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 10.3 
mm 

－12.5％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

 

管ＮＯ.10＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.0 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.4 ±10％ 同上 

 

管ＮＯ.11＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 5.0＊2 最小 5.0mm 同上 

 

管ＮＯ.12＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.0 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.4 ±10％ 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.13＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 5.0＊2 最小 5.0mm 同上 

 

管ＮＯ.14＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 5.0＊2 最小 5.0mm 同上 

 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 注記＊1：管の基本板厚計算書のＮＯ.を示す。 

   ＊2：差込み継手の差込み部内径及び最小厚さ。 
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-
3-
5-
4-
2-
1～

7 
R1
E 











可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）

系統番号：T61

可搬型

窒素供給装置

（6,7号機共用）

6号機：耐圧強化ベント

　　　 窒素パージライン接続口へ

第8-3-5-4-3-4図へ

（耐圧強化ベント窒素パージライン接続口へ）

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（耐圧強化ベント系）の系統

図（その5）（重大事故等対処設備）

9Y08

第8-3-5-4-3-5図

東京電力ホールディングス株式会社

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

 格納容器再循環設備（耐圧強化ベント系）

 （当該設備の申請範囲）

：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備

 （格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

 格納容器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

 圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）



（車両全長）8670

（
車
両
全
幅
）
2
4
9
0

（
車
両
高
さ
）
3
5
7
0

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備（耐圧強化ベント

系）の構造図　可搬型窒素供給装置

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用

第8-3-5-4-4-1図

（たて）1950 （横）1100

（
高
さ
）
1
5
0
0

圧縮機詳細図

圧縮機

圧縮機

圧縮機

東京電力ホールディングス株式会社

9726

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称
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第 8-3-5-4-4-1 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（耐圧強化ベント系）の構造図 可

搬型窒素供給装置 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[可搬型窒素供給装置] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

たて 1950 ― 概略寸法のため規定しない 

横 1100 ― 同上 

高さ 1500 ― 同上 

車両全長 8670 ― 同上 

車両全幅 2490 ― 同上 

車両高さ 3570 ― 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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8.3.5.5 格納容器圧力逃がし装置 













1
0
5
0
0

1
0
5
0
0

8500 10500

屋外T.M.S.L.38200

ラプチャーディスク

(よう素フィルタ出口側)

屋外T.M.S.L.12000

原子炉建屋

10500 10500

屋外T.M.S.L.38200

A

A

A～A矢視図

ラプチャーディスク

(よう素フィルタ出口側)

屋外T.M.S.L.49700

屋外T.M.S.L.49700

屋外

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備(格納容器圧力逃がし装置)に

係る機器の配置を明示した図面(その6)

第8-3-5-5-1-6図工事計画認可申請

9Y08FCVS

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注：寸法はmmを示す。





8000

9
3
0
0

3
8
0
0

7
1
0
0

ドレン移送ポンプ

A～A矢視図

屋外T.M.S.L.12000

ドレン移送ポンプ

ドレン移送ポンプ

ドレン移送ポンプ

原子炉建屋

フィルタベント遮蔽壁

A

A

屋外T.M.S.L.12000

3800 9300 7100

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備(格納容器圧力逃がし装置)に

係る機器の配置を明示した図面(その8）

屋外

注：寸法はmmを示す。

名

称

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

工事計画認可申請 第8-3-5-5-1-8図

東京電力ホールディングス株式会社

9902FCVS



注記＊1 ：下記設備は，可搬型窒素供給装置の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　　    可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）

    ＊2 ：下記設備は，可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　　    可搬型代替注水ポンプ（A-2級）燃料タンク（6,7号機共用）

　　＊3 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ1個ずつ保管するとともに，予備1個を保管場所2箇所のうちいずれかに保管する。

　　＊4 ：予備を含めた17個を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保

　　　　　管場所にそれぞれ6個，5号機東側第二保管場所に5個を保管する。

　　＊5 ：予備を含めた9個を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管

　　　　　場所にそれぞれ2個，5号機東側第二保管場所に5個を保管する。

　　＊6 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ6本ずつ保管するとともに，予備1本を保管場所2箇所のうちいずれかに保管する。

　　＊7 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ5本ずつ保管するとともに，予備2本を保管場所2箇所のうちいずれかに保管する。

    ＊8 ：予備を含めた1097本を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所に468本，大湊

　　　　　側高台保管場所に469本及び5号機東側第二保管場所に160本を保管する。

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2,＊4

　　　　 可搬型Y型ストレーナ（6,7号機共用）
＊5

　　　　 ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）
＊8

保管場所 5号機東側第二保管場所 T.M.S.L.約12000mm

 名　称  可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊1,＊3

 　　　　スクラバ水pH制御設備用ポンプ（6,7号機共用）
＊3

         可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2,＊4

         可搬型Y型ストレーナ（6,7号機共用）
＊5

　　　　 ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）
＊6

　　　　　　　　スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）
＊7

　　　　　　　　可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）
＊8

保管場所 大湊側高台保管場所 T.M.S.L.約35000mm

 名　称  可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊1,＊3

 　　　　スクラバ水pH制御設備用ポンプ（6,7号機共用）
＊3

         可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2,＊4

         可搬型Y型ストレーナ（6,7号機共用）
＊5

　　　　 ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）
＊6

　　　　　　　　スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）
＊7

　　　　　　　　可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）
＊8

保管場所 荒浜側高台保管場所 T.M.S.L.約37000mm

　：保管場所

東京電力ホールディングス株式会社

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

第8-3-5-5-1-9図

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備（格納容器圧力逃が

し装置）に係る機器の配置を明示した図

面（その9）

0225



 名　称  ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース
＊1

　　　　　     （6,7号機共用）　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

　：取付箇所

東京電力ホールディングス株式会社

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

第8-3-5-5-1-10図

0630

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備（格納容器圧力逃が

し装置）に係る機器の配置を明示した図

面（その10）

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

 ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約15000mm　　　　　　　　　　　 　屋外 T.M.S.L.約15000mm

　　　　 弥彦通り及び佐渡通り交差点付近　　　　　　　 　可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

 ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約49000mm 　　　 　　　　　　　   屋外 T.M.S.L.約49000mm

　　　　 淡水貯水池付近　　　　　　　 　　　　　　　　  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

注記＊1 ：可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）のフィルタ装置補給用接続口，

　　　　  スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）のフィルタ装置補給用接続口及び

　　　　 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）の窒素パージライン接続口の取付箇所は第8-3-5-5-1-12図参照。

　　＊2 ：下記設備は，可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　 　   可搬型代替注水ポンプ（A-2級）燃料タンク（6,7号機共用）

　　＊3 ：下記設備は，可搬型窒素供給装置の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　　　  可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）

 名　称  可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊3

        ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース
＊1

 スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース
＊1

　

　　　　 スクラバ水pH制御設備用ポンプ（6,7号機共用）　　　（6,7号機共用）　　　　　　　　 （6,7号機共用）　　　　　　　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm                     屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　

　　　　 7号機建屋付近  　　　　　　　 　　         可搬型窒素供給装置　　　　　　　　　　 水酸化ナトリウム水溶液～スクラバ水pH制御設備用ポンプ　

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

　　　　 可搬型Y型ストレーナ（6,7号機共用）　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　　　

　　　　 7号機建屋付近  　　　　　　　 　　　　　　

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所に

　おける関係性を示すため，7号機側への

　取付箇所を示す。



 名　称  可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊3

        ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース
＊1

 スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース
＊1

　

　　　   スクラバ水pH制御設備用ポンプ（6,7号機共用）　　  （6,7号機共用）　　　　　　　　 （6,7号機共用）　　　　　　　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm                     屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　

　　　　 6号機建屋付近  　　　　　　　 　　         可搬型窒素供給装置　　　　　　　　　　 水酸化ナトリウム水溶液～スクラバ水pH制御設備用ポンプ　

 名　称  ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース
＊1

　　　　　     （6,7号機共用）　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

　：取付箇所

東京電力ホールディングス株式会社

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

第8-3-5-5-1-11図

0804

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備（格納容器圧力逃が

し装置）に係る機器の配置を明示した図

面（その11）

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

　　　　 可搬型Y型ストレーナ（6,7号機共用）　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　　　

　　　　 6号機建屋付近  　　　　　　　 　　　　　　

注記＊1 ：可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）のフィルタ装置補給用接続口，

　　　　  スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）のフィルタ装置補給用接続口及び

　　　　 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）の窒素パージライン接続口の取付箇所は第8-3-5-5-1-12図参照。

　　＊2 ：下記設備は，可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　 　   可搬型代替注水ポンプ（A-2級）燃料タンク（6,7号機共用）

　　＊3 ：下記設備は，可搬型窒素供給装置の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　　　  可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

 ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約15000mm　　　　　　　　　　　 　屋外 T.M.S.L.約15000mm

　　　　 弥彦通り及び佐渡通り交差点付近　　　　　　　 　可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

 ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約49000mm 　　　 　　　　　　　   屋外 T.M.S.L.約49000mm

　　　　 淡水貯水池付近　　　　　　　 　　　　　　　　  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所に

　おける関係性を示すため，6号機側への

　取付箇所を示す。



PN

 名　称  ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 7号機：格納容器フィルタベント窒素パージライン接続口

 名　称  ホース スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）  可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）

　　　　　　　　可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　　　　　　　　　　  屋外T.M.S.L.約12000mm

　　　　 7号機：フィルタ装置補給用接続口　　　　　　　　　　　　  7号機：ドレン移送ライン窒素パージライン接続口

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所における関係性を示すため，7号機側への取付箇所を示す。

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

　：取付箇所

第8-3-5-5-1-12図

0204

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備（格納容器圧力逃が

し装置）に係る機器の配置を明示した図

面（その12）

東京電力ホールディングス株式会社



PN

 名　称  ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 6号機：格納容器フィルタベント窒素パージライン接続口

 名　称  ホース スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）  可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）

　　　　　　　　可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　　　　　　　　　　  屋外T.M.S.L.約12000mm

　　　　 6号機：フィルタ装置補給用接続口　　　　　　　　　　　　  6号機：ドレン移送ライン窒素パージライン接続口

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所における関係性を示すため，6号機側への取付箇所を示す。

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

　：取付箇所

0204

第8-3-5-5-1-13図

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備（格納容器圧力逃が

し装置）に係る機器の配置を明示した図

面（その13）

東京電力ホールディングス株式会社









可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）

可搬型

窒素供給装置
＊

（6,7号機共用）

6号機：格納容器圧力逃がし装置ドレン移送

　　　 ライン窒素パージライン接続口へ

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

  格納容器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）

 （当該設備の申請範囲）

：原子炉格冷却系統施設のうち残留熱除去設備

 （格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

　格納容器再循環設備（耐圧強化ベント系）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）

第8-3-5-5-2-2図へ（格納容器圧力逃がし装置

 ドレン移送ライン窒素パージライン接続口へ）

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）

の系統図（その4）（重大事故等対処設備）

9Y13

第8-3-5-5-2-4図

スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）

6号機：格納容器圧力逃がし装置

       フィルタ装置補給用接続口へ

第8-3-5-5-2-2図へ（格納容器圧力逃がし装置

　フィルタ装置補給用接続口へ）
水酸化ナトリウム水溶液

スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）

スクラバ水pH制御設備用ポンプ（6,7号機共用）

可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）

可搬型

窒素供給装置
＊

（6,7号機共用）

6号機：格納容器圧力逃がし装置格納容器

       フィルタベント窒素パージライン接続口へ

第8-3-5-5-2-2図へ（格納容器圧力逃がし装置

格納容器フィルタベント窒素パージライン接続口へ）

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

系統番号：T61

東京電力ホールディングス株式会社注記＊：可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）について，同一の機器を示す。



可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

系統番号：P17

水源
＊

可搬型代替注水ポンプ

（A-2級）（6,7号機共用）

可搬型Y型ストレーナ

（6,7号機共用）
6号機：格納容器圧力逃がし装置

　　　 フィルタ装置補給用接続口へ

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備（格納容器圧力逃が

し装置）の系統図（その5）（代替給水設

備）（重大事故等対処設備）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

  格納容器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）

 （当該設備の申請範囲）

：核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽

  冷却浄化設備（燃料プール代替注水系）

 （兼用範囲）

：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備

 （格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）

：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉

  注水設備（低圧代替注水系）

 （兼用範囲）

：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉

  注水設備（水の供給設備）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  原子炉格納容器安全設備（格納容器下部注水系）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  原子炉格納容器安全設備（代替格納容器スプレイ冷却系）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  原子炉格納容器安全設備（低圧代替注水系）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）

第8-3-5-5-2-5図

9Y27

第8-3-5-5-2-2図へ（格納容器圧力逃がし装置

　フィルタ装置補給用接続口へ）

注記＊：防火水槽又は淡水貯水池を示す。

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

東京電力ホールディングス株式会社
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第 8-3-5-5-3-1 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）の構造

図 ドレン移送ポンプ 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［ドレン移送ポンプ］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

吸込口径  mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

吐出口径  mm 同上 

ケーシング厚さ  mm 同上 

たて  mm 同上 

横  mm 同上 

高さ  mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 



第8-3-5-5-3-2図

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備

及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）

の構造図　スクラバ水pH制御設備用ポンプ

0219

　外形図　

　上面図　

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用

①

（横）275

（たて）300

（
高
さ
）
2
7
6

（吐出口径）

φ16

（吸込口径）

φ20

本体

品名

1

番号

部品表

1 SCS14A相当(ASTM A351 CF8M)

材料個数

東京電力ホールディングス株式会社

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称



 

1 

K7
 ①

 8
-3
-5
-5
-3
-2
 R
1E
 

第 8-3-5-5-3-2 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）の構造

図 スクラバ水 pH制御設備用ポンプ 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［スクラバ水 pH 制御設備用ポンプ］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

吸込口径 20 ±0.4mm ＪＩＳ Ｂ ２３１６による製造公差 

吐出口径 16 ±0.4mm 同上 

たて 300 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 275 mm 同上 

高さ 276 mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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8.3.6 原子炉格納容器調気設備 
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 ①
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8.3.6.1 不活性ガス系 









 

 

                                                                  1 
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 ①
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第 8-3-6-1-2-1 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器調気設備（不活性ガス系）に係る主配管の配置を明示した図面 別紙 1 

工事計画抜粋 

変  更  前 変  更  後 

NO.＊19 
名   称 

最高使用 

圧 力 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名   称 

最 高 使 用 

圧 力 

(kPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

不 
 

活 
 

性 
 

ガ 
 

ス 
 

系 

＊1 

原子炉区域・タービン区域換気空調系 

～ 

不活性ガス系原子炉区域・タービン区域 

空調配管合流部 
 

310＊2 

(kPa) 
171 

558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 

不 
 

活 
 

性 
 

ガ 
 

ス 
 

系 
変更なし 

― 

568.4＊3 ＊4(14.3＊3) SM400C＊5 ― 

＊1 

不活性ガス系原子炉区域・タービン区域 

空調配管合流部 

～ 

不活性ガス系 

ドライウェル入口配管合流部及び 

不活性ガス系 

サプレッションチェンバ入口配管合流部 
 

310＊2 

(kPa) 

171 

558.8＊3, ＊4, ＊6 9.5＊3, ＊4, ＊6 
＊4,＊6 

STPT410 

 
― 

558.8＊3 
＊4(9.5＊3) SM400C＊5 ― 

568.4＊3 
＊4(14.3＊3) SM400C＊5 ― 

104 558.8＊3 
＊4(9.5＊3) SM400C＊5 ― 

＊1 

不活性ガス系 

ドライウェル入口配管合流部及び 

不活性ガス系 

サプレッションチェンバ入口配管合流部 

～ 

ドライウェル及び 

サプレッションチェンバ 

 

310＊2 

(kPa) 

171 

77.0＊3 ＊7(7.9＊3) S25C ― 

70.1＊3 ＊7(8.7＊3) S25C ― 

558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 ― 

104 

77.0＊3 ＊7(7.9＊3) S25C ― 

70.1＊3 ＊7(8.7＊3) S25C ― 

558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 ― 

＊8,＊9 

窒素補給用配管 6,7 号機取合点 

～ 

T31-F010 
 

1.77＊2 

(MPa) 
66 

60.5＊3 5.5＊3 STPT410＊10 ― 

34.0＊3 4.5＊3 STPT410＊10 ― 

21.7＊3 3.7＊3 STPT410＊10 ― 
＊8 

T31-F010 

～ 

不活性ガス系 

ドライウェル入口配管合流部及び 

不活性ガス系 

サプレッションチェンバ入口配管合流部 
 

310＊2 

(kPa) 

171 

60.5＊3 5.5＊3 STPT410＊10 ― 
＊3, ＊4, ＊6, ＊11 

61.1 
 

6.9＊4, ＊6, ＊12 S25C＊4, ＊6 ― 

＊3, ＊4, ＊11 

 61.1 

/61.1 

/61.1 

 

＊4, ＊12 

 6.9 

/6.9 

/6.9 

 

S25C＊4 ― 

＊3, ＊4, ＊11 

 61.1 

/61.1 

/ ―  

＊4, ＊12 

 6.9 

/6.9 

/ ― 

S25C＊4 ― 

104 60.5＊3 5.5＊3 STPT410＊10 ― 



 

 

                                                                  2 
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変  更  前 変  更  後 

NO.＊19 
名   称 

最高使用 

圧 力 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名   称 

最 高 使 用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

不 
 

活 
 

性 
 

ガ 
 

ス 
 

系 

＊9,＊13 

窒素パージ用配管 6,7 号機取合点 

～ 

T31-F016 
 

0.86＊2 

(MPa) 
66 

267.4＊3 9.3＊3 STPT410＊10 

不 
 

活 
 

性 
 

ガ 
 

ス 
 

系 

変更なし 

― 

406.4＊3 12.7＊3 STPT410＊10 ― 

＊13 

T31-F016 

～ 

不活性ガス系原子炉区域・タービン区域 

空調配管合流部 
 

310＊2 

(kPa) 
171 

406.4＊3 12.7＊3 STPT410＊10 ― 

406.4＊3, ＊4, ＊6 12.7＊3, ＊4, ＊6 
＊4,＊6 

STPT410 

 
― 

406.4＊3, ＊7 
＊7 

 (12.7＊3) 
 

SM400C＊4 ― 

558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 ― 

＊14 

ドライウェル 

～ 

ドライウェル・サプレッション 

チェンバ合流部 
 

310＊2 

(kPa) 
171 

558.8＊3, ＊4, ＊6 9.5＊3, ＊4, ＊6 
＊4,＊6 

STPT410 

 

＊15 

ドライウェル 

～ 

ドライウェル・サプレッショ

ン 

チェンバ合流部 
 

 

変更なし 

620＊16
 

変更なし 

200＊16 
変更なし 

1 

558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 2 

＊14 

サプレッションチェンバ 

～ 

ドライウェル・サプレッション 

チェンバ合流部 
 

310＊2 

(kPa) 

104 
558.8＊3, ＊4, ＊6 9.5＊3, ＊4, ＊6 

＊4,＊6 

STPT410 

 

＊17 

サプレッションチェンバ 

～ 

ドライウェル・サプレッショ

ン 

チェンバ合流部 

 

 

 

変更なし 

620＊16
 

変更なし 

200＊16 
変更なし 

3 

558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 4 

171 

558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 5 

558.8＊3, ＊4, ＊6 9.5＊3, ＊4, ＊6 
＊4,＊6 

STPT410 

 
6 

＊14 

ドライウェル・サプレッション 

チェンバ合流部 

～ 

耐圧強化ベント 

バイパスライン分岐部 
 

310＊2 

(kPa) 
171 

558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 
＊17 

ドライウェル・サプレッショ

ン 

チェンバ合流部 

～ 

耐圧強化ベント 

バイパスライン分岐部 

 
 

変更なし 

620＊16 

変更なし 

200＊16 
変更なし 

7 

568.4＊3 
＊4(14.3＊3) SM400C＊5 8 

558.8＊3, ＊4, ＊6 9.5＊3, ＊4, ＊6 

＊4,＊6 

 

STPT410 

 
 

9 

＊14 

耐圧強化ベント 

バイパスライン分岐部 

～ 

不活性ガス系 

非常用ガス処理配管分岐部 

310＊2 

(kPa) 
171 

558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 
＊17 

耐圧強化ベント 

バイパスライン分岐部 

～ 

不活性ガス系 

非常用ガス処理配管分岐部 

 

変更なし 

620＊16
 

変更なし 

200＊16 
変更なし 

10 

558.8＊3, ＊4, ＊6 9.5＊3, ＊4, ＊6 
＊4,＊6 

STPT410 

 
11 

568.4＊3 ＊4(14.3＊3) SM400C＊5 12 
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変  更  前 変  更  後 

NO.＊19 
名   称 

最高使用 

圧 力 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名   称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

不 

活 

性 

ガ 

ス 

系 

＊14 

不活性ガス系 

非常用ガス処理配管分岐部 

～ 

耐圧強化ベントライン分岐部 
 

310＊2 

(kPa) 
171 

558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 

不 

活 

性 

ガ 

ス 

系 

＊17 

不活性ガス系 

非常用ガス処理配管分岐部 

～ 

耐圧強化ベントライン分岐部 
 

変更なし 

620＊16
 

変更なし 

200＊16 
変更なし 

13 

568.4＊3 ＊4(14.3＊3) SM400C＊5 14 

＊14 

耐圧強化ベントライン分岐部 

～ 

T31-F021 
 

310＊2 

(kPa) 
171 558.8＊3 ＊4(9.5＊3) SM400C＊5 

変更なし 

― 

＊18 

不活性ガス系非常用ガス処理配管分岐部 

～ 

T31-F020 
 

310＊2 

(kPa) 
171 

276.8＊3 
＊4(14.0＊3) SFVC2B ― 

267.4＊3 ＊4(9.3＊3) SFVC2B ― 

267.4＊3 9.3＊3 STPT410＊10 ― 

 注記＊1 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉区域・タービン区域換気空調系よりドライウェル及びサプレッションチェンバまで」と記載。 

＊2 ：SI 単位に換算したものである。 

＊3 ：公称値を示す。 

＊4 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊5 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「SM41C」と記載。記載内容は，設計図書による。 

＊6 ：エルボを示す。 

＊7 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 4年 10 月 13 日付け 4資庁第 8733 号にて認可された工事計画のⅣ-3-5「原子炉格納施設の強度計算書」による。 

＊8 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「窒素補給用配管 第 6号機不活性ガス系より原子炉格納容器入口配管まで」と記載。 

＊9 ：本設備は記載の適正化のみを行うものであり，手続き対象外である。 

＊10：記載の適正化を行う。既工事計画書には「STPT42」と記載。記載内容は，設計図書による。 

＊11：差込み継手の差込み部内径を示す。 

＊12：差込み継手の最小厚さを示す。 

＊13：記載の適正化を行う。既工事計画書には「窒素パージ用配管 第 6号機不活性ガス系より原子炉格納容器入口配管まで」と記載。 

＊14：記載の適正化を行う。既工事計画書には「ドライウェル及びサプレッションチェンバから原子炉区域・タービン区域換気空調系へ」と記載。 

＊15：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置）並びに圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環 

設備（格納容器圧力逃がし装置）及び圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）と兼用。 

＊16：重大事故等時における使用時の値。 

＊17：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置）並びに圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環 

設備（耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置）及び圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）と兼用。 

＊18：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉格納容器出口配管から非常用ガス処理系へ」と記載。 

＊19：第 8-3-6-1-2-1 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器調気設備（不活性ガス系）に係る主配管の配置を明示した図面に記載の丸番号を示す。 
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8.3.7 圧力逃がし装置 
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8.3.7.1 格納容器圧力逃がし装置 
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A～A矢視図

ラプチャーディスク

(よう素フィルタ出口側)

屋外T.M.S.L.49700

屋外T.M.S.L.49700

屋外

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置(格納容器

圧力逃がし装置)に係る機器の配置を明示し

た図面(その6)

第8-3-7-1-1-6図工事計画認可申請

9Y08FCVS

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注：寸法はmmを示す。
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9
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0
0

3
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7
1
0
0

ドレン移送ポンプ

A～A矢視図

屋外T.M.S.L.12000

ドレン移送ポンプ

ドレン移送ポンプ

ドレン移送ポンプ

原子炉建屋

フィルタベント遮蔽壁

A

A

屋外T.M.S.L.12000

3800 9300 7100

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置(格納容器

圧力逃がし装置)に係る機器の配置を明示し

た図面(その8)

屋外

注：寸法はmmを示す。

名

称

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

工事計画認可申請 第8-3-7-1-1-8図

東京電力ホールディングス株式会社

9902FCVS



注記＊1 ：下記設備は，可搬型窒素供給装置の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　　    可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）

    ＊2 ：下記設備は，可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　　    可搬型代替注水ポンプ（A-2級）燃料タンク（6,7号機共用）

　　＊3 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ1個ずつ保管するとともに，予備1個を保管場所2箇所のうちいずれかに保管する。

　　＊4 ：予備を含めた17個を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保

　　　　　管場所にそれぞれ6個，5号機東側第二保管場所に5個を保管する。

　　＊5 ：予備を含めた9個を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管

　　　　　場所にそれぞれ2個，5号機東側第二保管場所に5個を保管する。

　　＊6 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ6本ずつ保管するとともに，予備1本を保管場所2箇所のうちいずれかに保管する。

　　＊7 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ5本ずつ保管するとともに，予備2本を保管場所2箇所のうちいずれかに保管する。

    ＊8 ：予備を含めた1097本を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所に468本，大湊

　　　　　側高台保管場所に469本及び5号機東側第二保管場所に160本を保管する。

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2,＊4

　　　　 可搬型Y型ストレーナ（6,7号機共用）
＊5

　　　　 ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）
＊8

保管場所 5号機東側第二保管場所 T.M.S.L.約12000mm

 名　称  可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊1,＊3

 　　　　スクラバ水pH制御設備用ポンプ（6,7号機共用）
＊3

         可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2,＊4

         可搬型Y型ストレーナ（6,7号機共用）
＊5

　　　　 ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）
＊6

　　　　　　　　スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）
＊7

　　　　　　　　可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）
＊8

保管場所 大湊側高台保管場所 T.M.S.L.約35000mm

 名　称  可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊1,＊3

 　　　　スクラバ水pH制御設備用ポンプ（6,7号機共用）
＊3

         可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2,＊4

         可搬型Y型ストレーナ（6,7号機共用）
＊5

　　　　 ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）
＊6

　　　　　　　　スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）
＊7

　　　　　　　　可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）
＊8

保管場所 荒浜側高台保管場所 T.M.S.L.約37000mm

　：保管場所

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

0225

第8-3-7-1-1-9図

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格

納容器圧力逃がし装置）に係る機器の配

置を明示した図面（その9）



 名　称  可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊3

        ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース
＊1

 スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース
＊1

　

　　　　 スクラバ水pH制御設備用ポンプ（6,7号機共用）　　  （6,7号機共用）　　　　　　　　 （6,7号機共用）　　　　　　　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm                     屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　   屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　

　　　　 7号機建屋付近  　　　　　　　 　　         可搬型窒素供給装置　　　　　　　　　   水酸化ナトリウム水溶液～スクラバ水pH制御設備用ポンプ　

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

 ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約15000mm　　　　　　　　　　　   屋外 T.M.S.L.約15000mm

　　　　 弥彦通り及び佐渡通り交差点付近　　　　　　　   可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

 ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約49000mm 　　　 　　　　　　　   屋外 T.M.S.L.約49000mm

　　　　 淡水貯水池付近　　　　　　　 　　　　　　　　  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

　：取付箇所

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第8-3-7-1-1-10図

0630

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格

納容器圧力逃がし装置）に係る機器の配

置を明示した図面（その10）

注記＊1 ：可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）のフィルタ装置補給用接続口，

　　　 　 スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）のフィルタ装置補給用接続口及び

　　　 　 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）の窒素パージライン接続口の取付箇所は第8-3-7-1-1-12図参照。

　　＊2 ：下記設備は，可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　 　   可搬型代替注水ポンプ（A-2級）燃料タンク（6,7号機共用）

    ＊3 ：下記設備は，可搬型窒素供給装置の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

          可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

　　　 　可搬型Y型ストレーナ（6,7号機共用）　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　　　

　　　　 7号機建屋付近  　　　　　　　 　　　　　　

 名　称  ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース
＊1

　　　　　     （6,7号機共用）　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所に

　おける関係性を示すため，7号機側への

　取付箇所を示す。



 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

 ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約15000mm　　　　　　　　　　　   屋外 T.M.S.L.約15000mm

　　　　 弥彦通り及び佐渡通り交差点付近　　　　　　　   可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

 ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約49000mm 　　　 　　　　　　　   屋外 T.M.S.L.約49000mm

　　　　 淡水貯水池付近　　　　　　　 　　　　　　　　  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

 名　称  可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）
＊3

        ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース
＊1

 スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース
＊1

　

　　　　 スクラバ水pH制御設備用ポンプ（6,7号機共用）　　  （6,7号機共用）　　　　　　　　  (6,7号機共用）　　　　　　　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm                     屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　

　　　　 6号機建屋付近  　　　　　　　 　　         可搬型窒素供給装置　　　　　　　　　　 水酸化ナトリウム水溶液～スクラバ水pH制御設備用ポンプ　

　：取付箇所

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第8-3-7-1-1-11図

0630

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格

納容器圧力逃がし装置）に係る機器の配

置を明示した図面（その11）

注記＊1 ：可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）のフィルタ装置補給用接続口，

　　　 　 スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）のフィルタ装置補給用接続口及び

　　　 　 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）の窒素パージライン接続口の取付箇所は第8-3-7-1-1-13図参照。

　　＊2 ：下記設備は，可搬型代替注水ポンプ（A-2級）の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　 　   可搬型代替注水ポンプ（A-2級）燃料タンク（6,7号機共用）

    ＊3 ：下記設備は，可搬型窒素供給装置の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

          可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）

 名　称  可搬型代替注水ポンプ（A-2級）（6,7号機共用）
＊2

　　　　 可搬型Y型ストレーナ（6,7号機共用）　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　　　

　　　　 6号機建屋付近  　　　　　　　 　　　　　　

 名　称  ホース 可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース
＊1

　　　　　     （6,7号機共用）　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 可搬型代替注水ポンプ（A-2級）

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所に

　おける関係性を示すため，6号機側への

　取付箇所を示す。



PN

 名　称  ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 7号機：格納容器フィルタベント窒素パージライン接続口

 名　称  ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 7号機：格納容器フィルタベント窒素パージライン接続口

 名　称  ホース スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）  可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）

　　　　　　　　可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　　　　　　　　　　  屋外T.M.S.L.約12000mm

　　　　 7号機：フィルタ装置補給用接続口　　　　　　　　　　　　  7号機：ドレン移送ライン窒素パージライン接続口

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所における関係性を示すため，7号機側への取付箇所を示す。

　：取付箇所

第8-3-7-1-1-12図

0204

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格

納容器圧力逃がし装置）に係る機器の配

置を明示した図面（その12）

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称



PN

 名　称  ホース 可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 6号機：格納容器フィルタベント窒素パージライン接続口

 名　称  ホース スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）　可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）

　　　　　　　　可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　　　　　　　　　　　  屋外T.M.S.L.約12000mm

　　　　 6号機：フィルタ装置補給用接続口　　　　　　　　　　　　  6号機：ドレン移送ライン窒素パージライン接続口

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所における関係性を示すため，6号機側への取付箇所を示す。

　：取付箇所

第8-3-7-1-1-13図

0204

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格

納容器圧力逃がし装置）に係る機器の配

置を明示した図面（その13）

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称
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A～A矢視図

第8-3-7-1-2-2図へ

T.M.S.L.23500

400A-FCVS

550A-FCVS

非常用ガス処理系へ不活性ガス系より

非常用ガス処理系へ

4

3

2

1

1

2

3

不活性ガス系より

原子炉建屋

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

9Y14FCVS

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その1）

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-7-1-2-1図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

系統番号：T61

注1：寸法はmmを示す。
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400A-FCVS
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76
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第8-3-7-1-2-12図より

原子炉建屋

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その2）

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-7-1-2-2図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

系統番号：T61

9Y12FCVS

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。
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B～B矢視図
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35 3634

31

屋外

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その3）

第8-3-7-1-2-3図工事計画認可申請

系統番号：T61

9Y12FCVS

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。
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名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その4）

第8-3-7-1-2-4図工事計画認可申請

系統番号：T61

9Y14FCVS

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。
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T.M.S.L.12300

第8-3-7-1-2-6図へ

50A-FCVS

50A-FCVS

50A-FCVS

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その5）

第8-3-7-1-2-5図工事計画認可申請

系統番号：T61

9Y12FCVS

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。

原子炉建屋
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A～A矢視図
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第8-3-7-1-2-5図より
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第8-3-7-1-2-7図へ
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T.M.S.L.4800

90

89

50A-FCVS

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その6）

第8-3-7-1-2-6図工事計画認可申請

系統番号：T61

9Y12FCVS

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。

原子炉建屋
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A～A矢視図
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50A-FCVS

89

90

第8-3-7-1-2-6図より
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可燃性ガス濃度制御系へ
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91
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名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その7）

第8-3-7-1-2-7図工事計画認可申請

系統番号：T61

9Y12FCVS

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。

原子炉建屋
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40

屋外

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その8）

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-7-1-2-8図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

FCVS

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。

9Y12

系統番号：T61
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原子炉建屋

名

称

工事計画認可申請

FCVS

系統番号：T61

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。

第8-3-7-1-2-9図

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その9）

0205
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名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その10）

工事計画認可申請

系統番号：T61

FCVS

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。

第8-3-7-1-2-10図

原子炉建屋
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原子炉建屋

名

称

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-7-1-2-11図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

系統番号：T61

FCVS

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

注1：寸法はmmを示す。

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その11）
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注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

9Y12FCVS

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を

明示した図面（その12）

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-7-1-2-12図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

系統番号：T61

注1：寸法はmmを示す。
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第 8-3-7-1-2-1～12 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を明示した図面 別紙 1 

工事計画抜粋 

 

変  更  前 変  更  後 

NO.＊10 
名  称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名  称 
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圧 力 
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温 度 
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外 径 
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＊1 

格納容器 

フィルタベントライン 

分岐部 

～ 

格納容器 

フィルタベントライン 

窒素パージライン 

合流部 
 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 

558.8＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 1 

＊3 

 558.8 

/406.4 
 

＊3 

 9.5 

/9.5 
  

STPT410 2 

406.4＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 3 

406.4＊3 9.5＊3 STPT410 4 

＊1 

格納容器 

フィルタベントライン 

窒素パージライン 

合流部 

～ 

フィルタ装置入口 

ノズル 
 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 

406.4＊3 9.5＊3 STPT410 5 

46.0＊3  (5.75＊3) S25C 6 

46.0＊3 (9.4＊3) S25C 7 

406.4＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 8 

406.4＊3 12.7＊3 STPT370 9 

488.0＊3  (2.0＊3) SUS316 10 

498.0＊3 ＊5(1.2＊3×2＊5) SUS316 11 

406.4＊3 12.7＊3 SUS316LTP 12 

406.4＊3，＊4 12.7＊3，＊4 SUS316LTP＊4 13 
＊1 

フィルタ装置 

出口ノズル 

～ 

よう素フィルタ 

入口分岐部 
 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 

508.0＊3 (9.53＊3) 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
14 

508.0＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 15 

250＊2 

(kPa) 
200＊2 

508.0＊3 (9.53＊3) 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
16 

＊3 

 508.0 

/508.0 

/508.0 
 

*3 

 9.5 

/9.5 

/9.5 
 

STPT410 17 

＊1 

よう素フィルタ 

入口分岐部 

～ 

よう素フィルタ(A) 

入口ノズル 
 

250＊2 

(kPa) 
200＊2 

508.0＊3 (9.53＊3) 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
18 

508.0＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 19 
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変  更  前 変  更  後 

NO.＊10 
名  称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名  称 

最高使用 

圧 力 

最高使用 

温 度 

(℃)  

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

格 

納 

容 

器 

圧 

力 

逃 

が 

し 

装 

置 

― 

格 

納 

容 

器 

圧 

力 

逃 

が 

し 

装 

置 

＊1 

よう素フィルタ 

入口分岐部 

～ 

よう素フィルタ(B) 

入口ノズル 
 

250＊2 

(kPa) 
200＊2 

508.0＊3 (9.53＊3) 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
20 

508.0＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 21 

＊1 

よう素フィルタ(A) 

出口ノズル 

～ 

ベントガス放出ライン 

合流部 
 

250＊2 

(kPa) 
200＊2 

508.0＊3 (9.53＊3) 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
22 

508.0＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 23 

＊1 

よう素フィルタ(B) 

出口ノズル 

～ 

ドレンタンクライン 

分岐部 
 

250＊2 

(kPa) 
200＊2 

508.0＊3 (9.53＊3) 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
24 

508.0＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 25 

75.0＊3 (11.15＊3) S25C 26 

75.0＊3 （6.95＊3） S25C 27 
＊1 

ドレンタンクライン 

分岐部 

～ 

ベントガス放出ライン 

合流部 
 

250＊2 

(kPa) 
200＊2 

508.0＊3 (9.53＊3) 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
28 

508.0＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 29 

＊1 

ベントガス放出ライン 

合流部 

～ 

原子炉建屋頂部放出口 
 

250＊2 

(kPa) 
200＊2 

＊3 

 508.0 

/508.0 

/508.0 
 

*3 

 9.5 

/9.5 

/9.5 
 

STPT410 30 

508.0＊3 (9.53＊3) 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
31 

508.0＊3，＊4 9.5＊3，＊4 STPT410＊4 32 

508.0＊3 （12.7＊3） 
STPT410 相当 

（ASTM A106B） 
33 

508.0＊3 12.0＊3 SM400B 34 

588.0＊3  (2.0＊3) SUS316 35 

598.0＊3 ＊5(1.2＊3×2＊5) SUS316 36 

508.0＊3，＊4 12.7＊3，＊4 STPT410＊4 37 
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変  更  前 変  更  後 

NO.＊10 
名  称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名  称 

最高使用 

圧 力 

最高使用 

温 度 

(℃)  

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

格 

納 

容 

器 

圧 

力 

逃 

が 

し 

装 

置 

― 

格 

納 

容 

器 

圧 

力 

逃 

が 

し 

装 

置 

＊6 

格納容器フィルタ 

ベント窒素パージ 

ライン接続口 

～ 

格納容器 

フィルタベントライン 

窒素パージライン 

合流部 
 

500＊2 

(kPa) 
66＊2 34.0＊3 3.4＊3 SUS304TP 38 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 

34.0＊3 3.4＊3 SUS304TP 39 

34.5＊3，*7 5.0＊3，*8 SUS304 40 

34.5＊3，＊4，＊7 5.0＊3,＊4，＊8 SUS304＊4 41 

34.0＊3 3.4＊3 STPT410 42 

34.5＊3，＊4，＊7 5.0＊3，＊4，＊8 

＊4 

SFVC2B 相当 

（SFVC2A） 
43 

＊1 

ドレンタンクライン 

分岐部 

～ 

ドレンタンク 

入口ノズル 
 

250＊2 

(kPa) 
200＊2 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 44 

61.1＊3，＊4，＊7 6.1＊3，＊4，＊8 SUS316L ＊4 45 

＊1 

ドレンタンク 

出口ノズル 

～ 

ドレン移送ポンプ 

入口ライン合流部 
 

250＊2 

(kPa) 
200＊2 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 46 

61.1＊3，＊4，＊7 6.1＊3，＊4，＊8 SUS316L ＊4 47 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 48 

＊1 

フィルタ装置 

～ 

ドレン移送ポンプ 

入口ライン合流部 
 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 49 

61.1＊3，＊4，＊7 6.1＊3，＊4，＊8 SUS316L ＊4 50 

＊1 

ドレン移送ポンプ 

入口ライン合流部 

～ 

ドレン移送ポンプ 

分岐部 
 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 

＊3，＊7 

 61.1 

/61.1 

/61.1 
 

＊3，＊8 

 6.1 

/6.1 

/6.1 
 

SUS316L 51 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 52 

61.1＊3，＊4，＊7 6.1＊3，＊4，＊8 SUS316L ＊4 53 

61.1＊3，＊7 6.1＊3，＊8 SUS316L 54 
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変  更  前 変  更  後 

NO.＊10 
名  称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名  称 

最高使用 

圧 力 

最高使用 

温 度 

(℃)  

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

格 

納 

容 

器 

圧 

力 

逃 

が 

し 

装 

置 

― 

格 

納 

容 

器 

圧 

力 

逃 

が 

し 

装 

置 

＊1 

ドレン移送ポンプ 

分岐部 

～ 

ドレン移送ポンプ(A) 

 
 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 55 

620＊2 

(kPa) 
150＊2 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 56 

60.5＊3 (3.9＊3) SUSF316L 57 

90.0＊3 (1.0＊3) SUS316L 58 

＊1 

ドレン移送ポンプ 

分岐部 

～ 

ドレン移送ポンプ(B) 
 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 59 

620＊2 

(kPa) 
150＊2 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 60 

60.5＊3 (3.9＊3) SUSF316L 61 

90.0＊3 (1.0＊3) SUS316L 62 

＊1 

ドレン移送ポンプ(A) 

～ 

ドレン移送ポンプ 

出口合流部 
 

1.0＊2 

(MPa) 
150＊2 

48.6＊3 (5.1＊3) SUSF316L 63 

60.0＊3 (0.8＊3) SUS316L 64 

48.6＊3 3.7＊3 SUS316LTP 65 

49.1＊3，＊4，＊7 5.6＊3，＊4，＊8 SUS316L ＊4 66 

＊3, ＊7 

 61.1 

/49.1 
 

＊3, ＊8 

 6.1 

/5.6 
 

SUS316L 67 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 68 

61.1＊3,＊4,＊7 6.1＊3，＊4，＊8 SUS316L ＊4 69 

＊3，＊7 
 61.1 

/61.1 

/ ― 
 

＊3，＊8 

 6.1 

/6.1 

/ ― 
 

SUS316L 70 

＊1 

ドレン移送ポンプ(B) 

～ 

ドレン移送ポンプ 

出口合流部 
 

1.0＊2 

(MPa) 
150＊2 

48.6＊3 (5.1＊3) SUSF316L 71 

60.0＊3 (0.8＊3) SUS316L 72 

48.6＊3
 3.7＊3

 SUS316LTP 73 

49.1＊3，＊4，＊7
 5.6＊3，＊4，＊8

 SUS316L ＊4 74 

＊3, ＊7 

 61.1 

/49.1 
 

＊3, ＊8 

 6.1 

/5.6 
 

SUS316L 75 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 76 

61.1＊3，＊4，＊7 6.1＊3，＊4，＊8 SUS316L ＊4 77 
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変  更  前 変  更  後 

NO.＊10 
名  称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名  称 

最高使用 

圧 力 

最高使用 

温 度 

(℃)  

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

格

納

容

器

圧

力

逃

が

し

装

置 

― 

格

納

容

器

圧

力

逃

が

し

装

置 

＊1 

ドレン移送ポンプ 

出口合流部 

～ 

ドレン移送ポンプ 

窒素パージライン 

合流部 
 

1.0＊2 

(MPa) 
150＊2 

＊3，＊7 
 61.1 

/61.1 

/61.1 
 

＊3，＊8 

 6.1 

/6.1 

/6.1 
 

SUS316L 78 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 79 

61.1＊3，＊4，＊7 6.1＊3，＊4，＊8 SUS316L ＊4 80 

＊1 

ドレン移送ポンプ 

窒素パージライン 

合流部 

～ 

T49-F020 
 

1.0＊2 

(MPa) 
150＊2 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 81 

46.0＊3 (5.75＊3) SUS316L 82 

46.0＊3 (9.4＊3) SUS316L 83 

61.1＊3，＊4，＊7 6.1＊3，＊4，＊8 SUS316L＊4 84 

61.1＊3，＊7 6.1＊3，＊8 SUS316L 85 

60.5＊3 5.5＊3 SUS316LTP 86 

96.0＊2 ＊5（0.6＊3×2＊5） SUS316L 87 

96.0＊2 ＊9（0.6＊3×3＊9） SUS316L 88 

1.0＊2 

(MPa) 
200＊2 

60.5＊3 3.9＊3 SUS316LTP 89 

61.1＊3，＊4，＊7 6.1＊3，＊4，＊8 SUS316L＊4 90 

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系 

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系 

＊1 

T49-F020 

～ 

フィルタベント 

ドレン移送ライン 

合流部 
 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 

60.5＊3 3.9＊3 STPT410 91 

61.1＊3,＊4,＊7 6.1＊3,＊4,＊8 S25C＊4 92 
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 注記＊1 ：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（格納容器圧力逃がし装置）及び圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（格納容器圧力 

      逃がし装置）と兼用。 

＊2 ：重大事故等時における使用時の値。 

＊3 ：公称値を示す。 

＊4 ：エルボを示す。 

＊5 ：2 層を示す。 

＊6 ：圧力低減設備その他の安全設備のうち放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）と兼用。 

＊7 ：差込み継手の差込み部内径を示す。 

＊8 ：差込み継手の最小厚さを示す。 

＊9 ：3 層を示す。 

   ＊10：第 8-3-7-1-2-1～12 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を明示した図面に記載の丸番号を示す。 

変  更  前 変  更  後 

NO.＊10 
名  称 

最高使用 

圧 力 

(kPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名  称 

最高使用 

圧 力 

最 高 使 用 

温 度 

(℃)  

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

格

納

容

器

圧

力

逃

が

し

装

置

 

― 

格

納

容

器

圧

力

逃

が

し

装

置

 

＊6 

ドレン移送ライン 

窒素パージライン 

接続口 

～ 

ドレン移送ポンプ 

窒素パージライン 

合流部 
 

500＊2 

(kPa) 
66＊2 

34.0＊3 3.4＊3 SUS316LTP 93 

34.5＊3，＊4，＊7 5.0＊3，＊4，＊8 SUS316L＊4 94 

1.0＊2 

(MPa) 
150＊2 

34.0＊3 3.4＊3 SUS316LTP 95 

34.5＊3，＊4，＊7 5.0＊3，＊4，＊8 SUS316L＊4 96 

＊1 

フィルタ装置補給用 

接続口 

～ 

フィルタ装置 
 

2.0＊2 

(MPa) 
66＊2 

76.3＊3 5.2＊3 SUS316LTP 97 

76.3＊3，＊4 5.2＊3，＊4 SUS316LTP＊4 98 

620＊2 

(kPa) 
200＊2 

76.3＊3 5.2＊3 SUS316LTP 99 

76.3＊3，＊4 5.2＊3，＊4 SUS316LTP＊4 100 
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第 8-3-7-1-2-1～12 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装

置（格納容器圧力逃がし装置）に係る主配管の配置を明示した図面 別紙 2 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[主配管] 

管ＮＯ.1＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 558.8 
＋6.4mm 

－4.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 9.5 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.2＊1  

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 406.4 ±0.8％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 9.5 ±12.5％ 同上 

 

管ＮＯ.3＊1  

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 46.0 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 5.75 
mm 

 mm 
同上 

 

管ＮＯ.4＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 46.0 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 9.4 
 mm 

mm 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.5＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 406.4 ±0.8％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 12.7 ±12.5％ 同上 

 

管ＮＯ.6＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 406.4 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 12.7 ±12.5％ 同上 

 

管ＮＯ.6＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 406.4 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 12.7 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.7＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 508.0 
＋3.19mm 

－0.79mm 

米国試験材料協会 高温配管継目無炭素鋼

鋼管（ASTM A106B）による材料公差 

厚さ 9.53 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.8＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 508.0 
＋6.4mm 

－4.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 9.5 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.9＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 508.0 
＋3.19mm 

－0.79mm 

米国試験材料協会 高温配管継目無炭素鋼

鋼管（ASTM A106B）による材料公差 

厚さ 9.53 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.10＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 508.0 
＋6.4mm 

－4.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 9.5 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.11＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 75.0 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 11.15 
 mm 

  mm 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.12＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 75.0 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 6.95 
 mm 

 mm 
同上 

 

管ＮＯ.13＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 508.0 
＋3.19mm 

－0.79mm 

米国試験材料協会 高温配管継目無炭素鋼

鋼管（ASTM A106B）による材料公差 

厚さ 12.7 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.14＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 508.0 ±0.5％ 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 12.0 
＋15％ 

－10％ 
同上 

 

管ＮＯ.15＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 508.0 
＋6.4mm 

－4.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 12.7 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.16＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.0 ±0.5mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.4 ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.17＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.0 ±0.5mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.4 ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.18＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 5.0＊2 最小 5.0mm 同上 

 

管ＮＯ.19＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 5.0＊2 最小 5.0mm 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.20＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.0 ±0.5mm ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 3.4 ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.21＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 5.0＊2 最小 5.0mm 同上 

 

管ＮＯ.22＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 60.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.9 ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.23＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 61.1＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 6.1＊2 最小 6.1mm 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.24＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 60.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.9 ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.25＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 61.1＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 6.1＊2 最小 6.1mm 同上 

 

管ＮＯ.26＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 61.1＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 6.1＊2 最小 6.1mm 同上 

 

管ＮＯ.27＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 60.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.9 ±0.5mm 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.28＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 60.5 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 3.9 
％ 

同上 

 

管ＮＯ.29＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 48.6 
mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 5.1 
 

 ％  
同上 

 

管ＮＯ.30＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 48.6 ±0.5mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.7 ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.31＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 49.1＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 5.6＊2 最小 5.6mm 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.32＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 49.1＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 5.6＊2 最小 5.6mm 同上 

 

管ＮＯ.33＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 61.1＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 6.1＊2 最小 6.1mm 同上 

 

管ＮＯ.34＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 60.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.9 ±0.5mm 同上 

 

 

管ＮＯ.35＊1-管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 61.1＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 6.1＊2 最小 6.1mm 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.36＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 46.0 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 5.75 
 mm 

 mm 
同上 

 

管ＮＯ.37＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 46.0 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 9.4 
 mm 

  mm 
同上 

 

管ＮＯ.38＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 60.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 5.5 ±12.5％ 同上 

 

管ＮＯ.39＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 60.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.9 ±0.5mm 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.40＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 61.1＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 6.1＊2 最小 6.1mm 同上 

 

管ＮＯ.41＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 60.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 3.9 ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.42＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 61.1＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 6.1＊2 最小 6.1mm 同上 

 

管ＮＯ.43＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.0 ±0.5mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.4 ±0.5mm 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.44＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 5.0＊2 最小 5.0mm 同上 

 

管ＮＯ.45＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.0 ±0.5mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 3.4 ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.46＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１６による材料公差 

厚さ 5.0＊2 最小 5.0mm 同上 

 

管ＮＯ.47＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 5.2 ±12.5％ 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.47＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 76.3 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 5.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

管ＮＯ.48＊1 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 5.2 ±12.5％ 同上 

 

管ＮＯ.48＊1- 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 76.3 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 5.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

伸縮継手ＮＯ.E1＊3 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 488.0 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 2.0 
 mm 

 mm 
同上 

 

伸縮継手ＮＯ.E2＊3 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 498.0 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 1.2 
mm 

mm 
同上 

 

伸縮継手ＮＯ.E3＊3 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 588.0 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 2.0 
mm 

mm 
同上 

 

伸縮継手ＮＯ.E4＊3 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 598.0  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 1.2 
mm 

mm 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

伸縮継手ＮＯ.E5＊3 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 90.0  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 1.0 
mm 

mm 
同上 

 

伸縮継手ＮＯ.E6＊3 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 60.0  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 0.8 
 mm 

 mm 
同上 

 

伸縮継手ＮＯ.E7＊3 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 96.0  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 0.6 
mm 

mm 
同上 

 

伸縮継手ＮＯ.E8＊3 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 96.0 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 0.6 
mm 

mm 
同上 

 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 注記＊1：管の基本板厚計算書のＮＯ.を示す。 

   ＊2：差込み継手の差込み部内径及び最小厚さ。 

   ＊3：伸縮継手の強度計算書の伸縮継手ＮＯ.を示す。 
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可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）

可搬型

窒素供給装置
＊

（6,7号機共用）

6号機：格納容器圧力逃がし装置ドレン移送

　　　 ライン窒素パージライン接続口へ

スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）

6号機：格納容器圧力逃がし装置

       フィルタ装置補給用接続口へ

水酸化ナトリウム水溶液

スクラバ水pH制御設備用3m,5mホース（6,7号機共用）

スクラバ水pH制御設備用ポンプ（6,7号機共用）

可搬型窒素供給装置用20mホース（6,7号機共用）

可搬型

窒素供給装置
＊

（6,7号機共用）

6号機：格納容器圧力逃がし装置格納容器

       フィルタベント窒素パージライン接続口へ

系統番号：T61

第8-3-7-1-3-2図へ（格納容器圧力逃がし装置

 ドレン移送ライン窒素パージライン接続口へ）

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格

納容器圧力逃がし装置）の系統図（その

4）（重大事故等対処設備）

0820

第8-3-7-1-3-4図

第8-3-7-1-3-2図へ（格納容器圧力逃がし装置

　フィルタ装置補給用接続口へ）

第8-3-7-1-3-2図へ（格納容器圧力逃がし装置

格納容器フィルタベント窒素パージライン接続口へ）

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

注記＊：可搬型窒素供給装置（6,7号機共用）について，同一の機器を示す。

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

 圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）

 （当該設備の申請範囲）

：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備

 （格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

 格納容器再循環設備（耐圧強化ベント系）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

 格納容器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）



注記＊：防火水槽又は淡水貯水池を示す。

可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

可搬型代替注水ポンプ屋外用20mホース（6,7号機共用）

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

系統番号：P17

水源
＊

可搬型代替注水ポンプ

（A-2級）（6,7号機共用）

可搬型Y型ストレーナ

（6,7号機共用）
6号機：格納容器圧力逃がし装置

　　　 フィルタ装置補給用接続口へ

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格

納容器圧力逃がし装置）の系統図（その

5）（代替給水設備）（重大事故等対処設

備）

第8-3-7-1-3-5図

0630

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  圧力逃がし装置（格納容器圧力逃がし装置）

 （当該設備の申請範囲）

：核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽

  冷却浄化設備（燃料プール代替注水系）

 （兼用範囲）

：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備

 （格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）

：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉

  注水設備（低圧代替注水系）

 （兼用範囲）

：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉

  注水設備（水の供給設備）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  原子炉格納容器安全設備（格納容器下部注水系）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  原子炉格納容器安全設備（代替格納容器スプレイ冷却系）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  原子炉格納容器安全設備（低圧代替注水系）

 （兼用範囲）

：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち

  放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

  格納容器再循環設備（格納容器圧力逃がし装置）

 （兼用範囲）

第8-3-7-1-3-2図へ（格納容器圧力逃がし装置

　フィルタ装置補給用接続口へ）

東京電力ホールディングス株式会社
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注3：断面図示では管台の構造を模式的に示している。

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）の構造図 ドレンタンク

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-7-1-4-1図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

9Y08FCVS

ドレンタンク一覧表

名　　称番号

1

備　　考

部　　品　　表

品　　名番号

1

2

胴　　板

材　　料個数

1

1

SUS316L

SUS316L

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

ドレンタンク

3

4

下部鏡板

マンホール平板

1

1

SUS316L

SUSF316L

管　台　一　覧　表

名　　称符号

N1

N2

容器入口ノズル

呼び径

容器出口ノズル

個数

1

1

50A

N3

N4

水位計ノズル（HH） 1

1

50A

25A

80A

上部鏡板

N5

N6

N7

1

1

1 500A

80A

25A

水位計ノズル（H）

水位計ノズル（L）

水位計ノズル（LL）

マンホール

注1：寸法はmmを示す。
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第 8-3-7-1-4-1 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置

（格納容器圧力逃がし装置）の構造図 ドレンタンク 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[ドレンタンク] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

胴内径 1612 
( mm) 

mm 

設計・建設規格ＰＶＣ－４１１０より，同一

断面における最大内径と最小内径の差は 1％

以下。 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

胴板厚さ 12.0 ±1.2mm ＪＩＳ Ｇ ４３０４による材料公差 

鏡板厚さ 18.0 
mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

鏡板の形状に係る寸法 

鏡板の中央部における 

内面の半径 

1600 
＋20mm 

－10mm 
ＪＩＳ Ｂ ８２４７による製造公差 

鏡板の形状に係る寸法 

すみの丸みの内半径 
160 

＋20mm 

 0mm 
同上 

管台口径（入口） 60.5 ±0.6mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

管台厚さ（入口） 3.9 ±0.5mm 同上 

管台口径（出口） 60.5 ±0.6mm 同上 

管台厚さ（出口） 3.9 ±0.5mm 同上 

マンホール口径 508.0 
 mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

マンホール厚さ 15.1 
mm 

mm 
同上 

マンホール平板厚さ 30.0 
mm 

mm 
同上 

高さ 4882 
mm 

mm 
同上 

 注 1 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 注 2 ：( )付公差は最大と最小の差 



(胴部厚さ)

(高
さ
)

(外径)

(底部厚さ)予備

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他
の安全設備のうち圧力逃がし装置(格納容器
圧力逃がし装置)の構造図　遠隔空気駆動弁
操作用ボンベ(その1)

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-7-1-4-2図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

0212FCVS

ボンベ一覧表

名　称番号

1

2

備 考

ボンベ

注1：寸法はmmを示す。

ボンベ T31-F019用

T31-F022用



(胴部厚さ)

(
高
さ
)

(外径)

(底部厚さ)

予備

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他
の安全設備のうち圧力逃がし装置(格納容器
圧力逃がし装置)の構造図　遠隔空気駆動弁
操作用ボンベ(その2)

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-7-1-4-3図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

0212FCVS

注1：寸法はmmを示す。

ボンベ一覧表

名　称番号

1 ボンベ

備　考

T61-F001用

2 ボンベ T61-F002用
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第 8-3-7-1-4-2～3 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装

置（格納容器圧力逃がし装置）の構造図 遠隔空気駆動弁操作用ボンベ 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[遠隔空気駆動弁操作用ボンベ] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

外径 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

高さ mm 同上 

胴部厚さ 
 mm 

同上 

底部厚さ 
 mm 

同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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第 8-3-7-1-4-7 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置

（格納容器圧力逃がし装置）の構造図 ラプチャーディスク 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[ラプチャーディスク（フィルタ装置出口側）] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

呼び径 500A mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 

[ラプチャーディスク（よう素フィルタ出口側）] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

呼び径 500A mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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スカート部詳細
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工事計画認可申請 第8-3-7-1-4-8図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

9419

PN

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち圧力逃がし装置（格

納容器圧力逃がし装置）の構造図　フィ

ルタ装置

部　　　品　　　表

個数品　　名番号

1胴　　板1

12

材　　料

SUS316L

上部鏡板

下部鏡板

マンホール平板

3

4

1

2

SUS316L

SUS316L

SUSF316L

管　　台　　一　　覧　　表

個数名　　称符号

1ガス入口N1

1N2

呼び径

400A

ガス出口

給水

ドレン

液面計

N3

N4

N5

1

1

1

500A

65A

50A

25A

N6

N7

N8

N9

液面計 1

液面計 1

マンホール 1

マンホール 1

25A

25A

600A

600A

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

注1：寸法はmmを示す。

注3：断面図示では管台の構造を模式的に

　　 示している。

（
鏡
板
厚
さ
）
3
8
.
0

（鏡板の内面における長径）φ3994

（鏡板の内面における長径）φ3994

（胴内径）φ4000
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第 8-3-7-1-4-8 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置

（格納容器圧力逃がし装置）の構造図 フィルタ装置 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[フィルタ装置] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

胴内径 4000 
(  mm) 

 mm 

設計・建設規格ＰＶＣ－４１１０より，同

一断面における最大内径と最小内径の差は

1％以下。 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

胴板厚さ 32.0 ±1.6mm ＪＩＳ Ｇ ４３０４による材料公差 

鏡板厚さ 38.0 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

鏡板の形状に係る寸法 

 鏡板の内面における長径 
3994 

＋6.0mm 

－4.0 mm 
ＪＩＳ Ｂ ８２４７による製造公差 

鏡板の形状に係る寸法 

 鏡板の内面における短径 

の 2分の 1 

998.5 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

管台外径（ガス入口） 406.4  mm 同上 

管台厚さ（ガス入口） 12.7  mm 同上 

管台外径（ガス出口） 508.0  mm 同上 

管台厚さ（ガス出口） 16.0 ±1.3mm ＪＩＳ Ｇ ４３０４による材料公差 

管台外径（給水） 76.3 ±0.7mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

管台厚さ（給水） 5.2 ±0.65mm 同上 

マンホール外径 609.6  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

マンホール厚さ 18.0 ±1.5mm ＪＩＳ Ｇ ４３０４による材料公差 

マンホール平板厚さ 36.0 
mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

高さ 8549 
mm 

mm 
同上 

 注 1 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 注 2 ：( )付公差は最大と最小の差 
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注2：特記なき寸法は公称値を示す。

名

称

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備のうち圧力逃がし装置（格納容

器圧力逃がし装置）の構造図　よう素フィ

ルタ

東京電力ホールディングス株式会社

第8-3-7-1-4-9図工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

0219FCVS

部　　品　　表

品　　名番号

1

2

胴　　板

材　　料

胴リング

個数

1

1

SUS316L

SUSF316L

注1：寸法はmmを示す。

3

4

上部鏡板

下部鏡板

1

1

SUS316L

管　台　一　覧　表

名　　称符号

N1

N2

容器入口ノズル

呼び径

容器出口ノズル

個数

1

1

500A

N3

N4

上部マンホール

下部マンホール

1

1

500A

500A

500A

注3：断面図示では管台の構造を模式的に示している。

5 マンホール平板 2 SUSF316L

SUS316L
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第 8-3-7-1-4-9 図 原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち圧力逃がし装置

（格納容器圧力逃がし装置）の構造図 よう素フィルタ 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[よう素フィルタ] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

胴内径 3000 
(  mm) 

 mm 

設計・建設規格ＰＶＣ－４１１０より，同一

断面における最大内径と最小内径の差は 1％

以下。 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

胴板厚さ 18.0 ±0.8mm ＪＩＳ Ｇ ４３０４による材料公差 

胴リング内径 3000 
(  mm) 

 mm 

設計・建設規格ＰＶＣ－４１１０より，同一

断面における最大内径と最小内径の差は 1％

以下。 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

胴リング厚さ 18.0 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

鏡板厚さ 18.0 mm 同上 

鏡板の形状に係る寸法 

鏡板の中央部における 

内面の半径 

3000 
＋37mm 

－18mm 
ＪＩＳ Ｂ ８２４７による製造公差 

鏡板の形状に係る寸法 

すみの丸みの内半径 
300 

＋37mm 

 0mm 
同上 

管台外径（ガス入口） 508.0 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

管台厚さ（ガス入口） 15.1 
mm 

mm 
同上 

管台外径（ガス出口） 508.0 
mm 

mm 
同上 

管台厚さ（ガス出口） 15.1 
mm 

mm 
同上 

マンホール外径 508.0 
mm 

mm 
同上 

マンホール厚さ 15.1 
mm 

mm 
同上 

マンホール平板厚さ 30.0 
mm 

mm 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[よう素フィルタ（続き）] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

高さ 3000 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 注 1 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 注 2 ：( )付公差は最大と最小の差 
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9. その他発電用原子炉の附属施設 
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本資料のうち，枠囲みの内容

は，機密事項に属しますので公
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9.1 非常用電源設備 
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柏崎刈羽原子力発電所第７号機 工事計画審査資料 

資料番号 ○○－○○－〇〇 

提出年月日 ○○○〇年〇月〇日 

本資料のうち，枠囲みの内容

は，機密事項に属しますので公
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9.1.1 非常用発電装置 
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柏崎刈羽原子力発電所第７号機 工事計画審査資料 

資料番号 ○○－○○－〇〇 

提出年月日 ○○○〇年〇月〇日 

本資料のうち，枠囲みの内容

は，機密事項に属しますので公

開できません。 
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9.1.1.1 非常用ディーゼル発電設備 



その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（非

常用ディーゼル発電設備）に係る機器の

配置を明示した図面（その1）

工事計画認可申請 第9-1-1-1-1-1図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

9423

注：寸法はmmを示す。

注記＊1：ディーゼル機関及び発電機を示す。

　　＊2：下記設備は，ディーゼル機関と同一箇所に取付。

　　　　 調速装置，非常調速装置，機関付清水ポンプ

　　＊3：下記設備は，空気だめと同一箇所に取付。

　　　　 空気だめの安全弁

非常用

ディーゼル発電機
＊1,＊2

非常用

ディーゼル発電機
＊1,＊2

非常用

ディーゼル発電機
＊1,＊2

空気だめ
＊3

空気だめ
＊3

空気だめ
＊3



    



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（非

常用ディーゼル発電設備）に係る機器の

配置を明示した図面（その3）

第9-1-1-1-1-3図

0306

注：寸法はmmを示す。

空気圧縮機

空気圧縮機
空気圧縮機

燃料ディタンク

燃料ディタンク
燃料ディタンク



PN

 名　称  燃料移送ポンプ　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.12000mm

 名　称  燃料移送ポンプ　　

取付箇所 屋外 T.M.S.L.12000mm

 名　称  軽油タンク（重大事故等時のみ6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.12000mm

第9-1-1-1-1-4図

0204

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常

用電源設備のうち非常用発電装置（非常用

ディーゼル発電設備）に係る機器の配置を

明示した図面（その4）

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称































 

 

K7 ① 9-1-1-1-2-1～14 R1 

1 

第 9-1-1-1-2-1～14 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置（非常用ディーゼル発電設備）に係る主配管の配

置を明示した図面 別紙 1 

工事計画抜粋 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊3 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

（℃） 

外 径 

（mm） 

厚 さ 

（mm） 
材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

（MPa） 

最高使用 

温 度 

（℃） 

外 径 

（mm） 

厚 さ 

（mm） 
材 料 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備 

燃
料
油
系 

― 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備 

燃
料
油
系 

＊1 

軽油タンク 

～ 

燃料移送ポンプ 0.10 66 

76.3＊2 7.0＊2 STPT410 1 

76.3＊2 (7.0＊2) STPT410 2 

76.3＊2 5.2＊2 STPT410 3 

燃料移送ポンプ 

～ 

燃料ディタンク 
0.98 66 

60.5＊2 5.5＊2 STPT410 4 

60.5＊2 5.5＊2 SUS304TP 5 

 注記＊1 ：本設備は既存の設備である。 

   ＊2 ：公称値を示す。 

   ＊3 ：第 9-1-1-1-2-1～14 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置（非常用ディーゼル発電設備）に

係る主配管の配置を明示した図面に記載の丸番号を示す。 

 



 1 

第 9-1-1-1-2-1～14 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（非常用ディーゼル発電設備）に係る主配管の配置を明示した図面 別紙 2 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［主配管］ 

管ＮＯ.1＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 7.0 ±12.5％ 同上 

 

管ＮＯ.2＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 7.0 
＋12.5％ 

mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

【マイナス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 

管ＮＯ.3＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 5.2 
mm 

－12.5％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

 

管ＮＯ.4＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 60.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 5.5 
 mm 

－12.5％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.5＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 60.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 5.5 
 mm 

－12.5％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記＊：管の基本板厚計算書のＮＯ.を示す。 
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第 9-1-1-1-4-5 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（非常用ディーゼル発電設備）の構造図 燃料移送ポンプ 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［燃料移送ポンプ］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

吸込内径 65 ±2mm ＪＩＳ Ｂ ２２０３による材料公差 

吐出内径 50 ±1.5mm 同上 

たて 275  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 490  mm 同上 

高さ 135  mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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第 9-1-1-1-4-6 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（非常用ディーゼル発電設備）の構造図 軽油タンク（その 1） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［軽油タンク（その 1）］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

胴内径 9800 ±27mm 製造能力・製造実績を考慮したメーカ基準 

側板厚さ 
mm 

当社要求仕様 

底板厚さ 
＋規定しない 

mm 
製造能力・製造実績を考慮したメーカ基準 

屋根板厚さ 
mm 

当社要求仕様 

管台外径（液出口） 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

管台厚さ（液出口） 7 ±12.5％ 同上 

側マンホール外径 712 ±10mm ＪＩＳ Ｂ ０４０１－１による材料公差 

側マンホール厚さ 
mm 

当社要求仕様 

側マンホールふた厚さ 40 
＋2mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２２３８による材料公差 

高さ 9500 ±27mm 製造能力・製造実績を考慮したメーカ基準 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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第 9-1-1-1-4-7 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（非常用ディーゼル発電設備）の構造図 軽油タンク（その 2） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［軽油タンク（その 2）］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

胴内径 9800 
( mm) 

％ 

設計・建設規格ＰＶＣ－４１１０より，同

一断面における最大内径と最小内径の差は

1％以下。 

製造能力・製造実績を考慮したメーカ基準 

側板厚さ 
＋1.2mm 

mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３１９３による材料公差 

【マイナス側公差】 

当社要求仕様 

底板厚さ 
＋0.9mm 

mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３１９３による材料公差 

【マイナス側公差】 

製造能力・製造実績を考慮したメーカ基準 

屋根板厚さ 
＋1.1mm 

mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３１９３による材料公差 

【マイナス側公差】 

当社要求仕様 

管台外径（液出口） 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

管台厚さ（液出口） 
＋12.5％ 

 mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

【マイナス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

側マンホール外径 711.2 
mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

側マンホール厚さ 
＋1.2mm 

mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３１９３による材料公差 

【マイナス側公差】 

当社要求仕様 

側マンホールふた厚さ 
＋1.2mm 

mm 
同上 

高さ 9500 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 注 1 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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 注 2 ：（ ）付公差は最大と最小の差 

 



東京電力ホールディングス株式会社

名 

称

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

工事計画認可申請 第9-1-1-1-4-8図

8Z03

その他発電用原子炉の附属施設のうち

非常用電源設備のうち非常用発電装置
(非常用ディーゼル発電設備)の構造図 発電機

(たて)4365 (横)4260

(
高
さ
)
2
4
51

注1:寸法はmmを示す。

注2:特記なき寸法は公称値を示す。

　発電機７Ｃ

　発電機７Ｂ

　発電機７Ａ

名　　　称 備　考

発電機一覧表



 

励磁装置 7C  

励磁装置 7B  

励磁装置 7A  

名   称 備 考 

励磁装置一覧表 

工事計画認可申請 

名 

称 

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常

用電源設備のうち非常用発電装置(非常用

ディーゼル発電設備)の構造図 励磁装置 

第 9-1-1-1-4-9 図 

柏崎刈羽原子力発電所 第７号機 

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 

8824 



 

保護継電装置 7C  

保護継電装置 7B  

保護継電装置 7A  

名   称 備 考 

保護継電装置一覧表 

工事計画認可申請 

名 

称 

第 9-1-1-1-4-10 図 

柏崎刈羽原子力発電所 第７号機 

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 

8824 

発電機比率差動継電器                                                                                                                  発電機過電流継電器                                                                                                                  

発電機地絡継電器                                                                                                                  

発電機界磁地絡継電器                                                                                                                  

発電機過電圧継電器                                                                                                                  

発電機逆電力継電器                                                                                                                  

正 面 図                                                                                                                  

 

  

 

 

  

正 面 図                                                                                                                  

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用

電源設備のうち非常用発電装置(非常用

ディーゼル発電設備)の構造図 保護継電装置 
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9.1.1.2 代替交流電源設備 

 

 

  

 

 



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

PN

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称　：取付箇所

第9-1-1-2-1-1図

0210

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）に係る機器の配置を明

示した図面（その1）

 名　称　 第一ガスタービン発電機(6,7号機共用)
＊
　　

取付箇所　7号機タービン建屋南側の屋外 T.M.S.L.12200mm

 名　称　 第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ（6,7号機共用）

取付箇所　7号機タービン建屋南側の屋外 T.M.S.L.12200mm

 名　称　 第一ガスタービン発電機用燃料タンク（6,7号機共用）

取付箇所　7号機タービン建屋南側の屋外 T.M.S.L.12200mm

 名　称　 軽油タンク（重大事故等時のみ6,7号機共用）

取付箇所　屋外 T.M.S.L.12000mm

 名　称　 軽油タンク（6号機設備，重大事故等時のみ6,7号機共用）

取付箇所　屋外 T.M.S.L.12000mm

注記＊：下記設備は，第一ガスタービン発電機（6,7号機共用）の附属機器である。

　　　　附属機器は「機器本体」と同一取付箇所である。

　　　　第一ガスタービン用ガスタービン（6,7号機共用），第一ガスタービン用調速装置（6,7号機共用），

　　　　第一ガスタービン用非常調速装置（6,7号機共用），第一ガスタービン用燃料小出し槽（6,7号機共用），

        第一ガスタービン用励磁装置（6,7号機共用），第一ガスタービン用保護継電装置（6,7号機共用）



注記＊1 ：下記設備は，電源車（6,7号機共用）の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一取付箇所である。

　　　　  電源車用内燃機関（6,7号機共用），電源車用調速装置（6,7号機共用），電源車用非常調速装置（6,7号機共用），

          電源車用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用），電源車用車載燃料タンク（6,7号機共用），電源車用励磁装置（6,7号機共用），

          電源車用保護継電装置（6,7号機共用）

    ＊2 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ4個ずつ保管するとともに，予備1個を保管場所2箇所のうちいずれかに保管する。

    ＊3 ：予備を含めた4個を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所及び大湊側高台

　　      保管場所にそれぞれ1個，5号機東側第二保管場所に2個を保管する。

    ＊4 ：予備を含めた2個を荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ1個ずつ保管する。

    ＊5 ：予備を含めた2本を荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ1本ずつ保管する。

    ＊6 ：タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）については，タンクローリ(4kL)（6,7号機共用）と同一箇所に取付。

    ＊7 ：予備を含めた4本を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所及び大湊側高台

　　      保管場所にそれぞれ1本ずつ保管するとともに，5号機東側第二保管場所に2本保管する。

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

　：保管場所

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）に係る機器の配置を明

示した図面（その2）

第9-1-1-2-1-2図

0313

 名　称  電源車（6,7号機共用）
＊1,＊2

　　　　 タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊3

 　　　　タンクローリ（16kL）（6,7号機共用）
＊4

         ホース タンクローリ給油ライン接続用3mホース（6,7号機共用）
＊5

                タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）
＊6,＊7

　

保管場所 大湊側高台保管場所 T.M.S.L.約35000mm

 名　称  タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊3

　　　　 ホース タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

                タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）
＊6,＊7

保管場所 5号機東側第二保管場所 T.M.S.L.約12000mm

 名　称  電源車（6,7号機共用）
＊1,＊2

　　　　 タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊3

 　　　　タンクローリ（16kL）（6,7号機共用）
＊4

         ホース タンクローリ給油ライン接続用3mホース（6,7号機共用）
＊5

                タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）
＊6,＊7

　

保管場所 荒浜側高台保管場所 T.M.S.L.約37000mm



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

PN

 名  称  ホース タンクローリ給油ライン接続用3mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mmタンクローリ（16kL）～給油口

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称　：取付箇所

第9-1-1-2-1-3図

0317

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）に係る機器の配置を明

示した図面（その3）

 名  称  電源車（6,7号機共用）
＊1

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 熱交換器ユニット

 名  称  電源車（6,7号機共用）
＊1

取付箇所 原子炉建屋3階 T.M.S.L.23500mm

　　　　 AM用動力変圧器

注記＊1 ：下記設備は，電源車（6,7号機共用）の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一取付箇所である。

　　　　  電源車用内燃機関（6,7号機共用），電源車用調速装置（6,7号機共用），電源車用非常調速装置（6,7号機共用），

          電源車用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用），電源車車載燃料タンク（6,7号機共用），電源車用励磁装置（6,7号機共用），

          電源車用保護継電装置（6,7号機共用）

　　＊2 ：タンクローリ給油ライン接続用40mホースについては，タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）と同一箇所に取付。

※本図は，6，7号機共用設備の取付箇所に

　おける関係性を示すため，7号機側への

　取付箇所を示す。

 名  称  電源車（6,7号機共用）
＊1

取付箇所 原子炉建屋地下1階 T.M.S.L.4800mm

　　　　 動力変圧器

 名  称  電源車（6,7号機共用）
＊1

取付箇所 原子炉建屋2階 T.M.S.L.18100mm

　　　　 緊急用電源切替箱接続装置

　　　　　保管場所にそれぞれ1個，5号機東側第二保管場所に2個を保管する。
 名  称  タンクローリ(4kL)（6,7号機共用）

＊2
　ホース タンクローリ給油ライン接続用20mホース

         タンクローリ(16kL)（6,7号機共用）　        （6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm              屋外 T.M.S.L.約12000mm D/G軽油タンク設置エリア～

　　　　 D/G軽油タンク設置エリア　　　　　　 タンクローリ(4kL)又は（16kL）



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

PN

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称　：取付箇所

第9-1-1-2-1-4図

0317

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）に係る機器の配置を明

示した図面（その4）

 名  称  電源車（6,7号機共用）
＊1

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 熱交換器ユニット

 名  称  電源車（6,7号機共用）
＊1

取付箇所 原子炉建屋4階 T.M.S.L.31700mm

　　　　 AM用動力変圧器

注記＊1 ：下記設備は，電源車（6,7号機共用）の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一取付箇所である。

　　　　  電源車用内燃機関（6,7号機共用），電源車用調速装置（6,7号機共用），電源車用非常調速装置（6,7号機共用），

          電源車用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用），電源車車載燃料タンク（6,7号機共用），電源車用励磁装置（6,7号機共用），

          電源車用保護継電装置（6,7号機共用）

　　＊2 ：タンクローリ給油ライン接続用40mホースについては，タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）と同一箇所に取付。

※本図は，6，7号機共用設備の取付箇所に

　おける関係性を示すため，6号機側への

　取付箇所を示す。

 名  称  電源車（6,7号機共用）
＊1

取付箇所 原子炉建屋地下1階 T.M.S.L.4800mm

　　　　 動力変圧器

 名  称  電源車（6,7号機共用）
＊1

取付箇所 原子炉建屋地下1階 T.M.S.L.4800mm

　　　　 緊急用電源切替箱接続装置

　　　　　保管場所にそれぞれ1個，5号機東側第二保管場所に2個を保管する。
 名  称  ホース タンクローリ給油ライン接続用3mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mmタンクローリ（16kL）～給油口

 名  称  タンクローリ(4kL)（6,7号機共用）
＊2

　ホース タンクローリ給油ライン接続用20mホース

         タンクローリ(16kL)（6,7号機共用）　        （6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm              屋外 T.M.S.L.約12000mm D/G軽油タンク設置エリア～

　　　　 D/G軽油タンク設置エリア　　　　　　 タンクローリ(4kL)又は（16kL）



1

65A

65A

第9-1-1-2-2-1図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）に係る主配管の配置を

明示した図面（その1）

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

0325

PN

系統番号：R43

屋外

注1：寸法はmmを示す。

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

2



第9-1-1-2-2-2図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）に係る主配管の配置を

明示した図面（その2）

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

0325

PN

系統番号：R43

65A

65A

屋外

注1：寸法はmmを示す。

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

3

4



第9-1-1-2-2-3図

GTGFO

PN

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源

0330

名

称

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

工 事 計 画 認 可 申 請

東京電力ホ―ルディングス株式会社　

燃料タンク（B）

A A

A～A 矢視図

50A-GTGFO

B B

B～B 矢視図

C～C 矢視図 D～D 矢視図

燃料移送ポンプ（B）

C C

E～E 矢視図 F～F 矢視図

第9-1-1-2-2-4図へ

65A-GTGFO

T.M.S.L.12200

G～G 矢視図

第9-1-1-2-2-4図へ

H～H 矢視図

G

G

G

H

H

50A-GTGFO

50A-GTGFO

50A-GTGFO
50A-GTGFO

50A-GTGFO

50A-GTGFO

50A-GTGFO

50A-GTGFO

50A-GTGFO

65A-GTGFO

H

H

第一ガスタービン発電機用

燃料移送ポンプ（A）

第一ガスタービン発電機用

第一ガスタービン発電機用

燃料タンク（A）

第一ガスタービン発電機用

8

10

10

11

11

12

12

13

13

10 10

13

10

9

8

7

屋 外

注1：寸法はmmを示す。

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

I

I 部詳細図

13

13

PN

第9-1-1-2-2-4図へ

第9-1-1-2-2-4図へ

系統番号:R53

設備のうち非常用発電装置（代替交流電源設備）

に係る主配管の配置を明示した図面（その3）

G

7 7

66

55

100A-GTGFO

100A-GTGFO

D D

50A-GTGFO

50A-GTGFO

50A-GTGFO

10
7

7

E

E

100A-GTGFO 50A-GTGFO

5

6 7

9

F

100A-GTGFO50A-GTGFO

5

67

F

9

8



0330

PN

B

B

B～B 矢視図

C

C

T.M.S.L.12200

32A-GTGFO

C～C 矢視図

第9-1-1-2-2-3図より

第9-1-1-2-2-3図より

GTGFO

名

称

50A-GTGFO

50A-GTGFO
32A-GTGFO

32A-GTGFO 32A-GTGFO

50A-GTGFO50A-GTGFO

第9-1-1-2-2-4図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

工 事 計 画 認 可 申 請

東京電力ホ―ルディングス株式会社　

13

13

1515

13

14

13

14

15

T.M.S.L.11800

屋 外

注1：寸法はmmを示す。

注2：図中の丸番号は別紙1のNO.を示す。

A

A 部詳細図

13

13

第9-1-1-2-2-3図より

第9-1-1-2-2-3図より

PN

系統番号:R53

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源

設備のうち非常用発電装置（代替交流電源設備）

に係る主配管の配置を明示した図面（その4）

第9-1-1-2-2-5図へ 第9-1-1-2-2-5図へ

15

第9-1-1-2-2-5図へ 第9-1-1-2-2-5図へ
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1 

K7 ① 9-1-1-2-2-1～5 R1 

第 9-1-1-2-2-1～5図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置（代替交流電源設備）に係る主配管の配置を明示

した図面 別紙 1 

工事計画抜粋 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊6 
名 称 

最 高 使

用 圧 力 

(MPa） 

最 高 使

用 温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材

料 
名 称 

最高使用

圧 力 

(MPa） 

最高使

用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

軽

油

タ

ン

ク

 

― 

軽

油

タ

ン

ク

 

＊1 

軽油タンク(A) 

～ 

タンクローリ接続口 

（6,7 号機共用） 
 

静水頭＊2 66＊2 76.3＊3 7.0＊3 STPT410 1 

＊1 

軽油タンク(B) 

～ 

タンクローリ接続口 

（6,7 号機共用） 

静水頭＊2 66＊2 76.3＊3 
( ＊3) 

2 

＊1 

軽油タンク(A) 

～ 

タンクローリ接続口 

（6号機設備，6,7 号機

共用） 
 

静水頭＊2 66＊2 76.3＊3 
( ＊3) 

3 

＊1 

軽油タンク(B) 

～ 

タンクローリ接続口 

（6号機設備，6,7 号機

共用） 
 

静水頭＊2 66＊2 76.3＊3 7.0＊3 STPT410 4 

 

 



 

2 

K7 ① 9-1-1-2-2-1～5 R1 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊6 
名 称 

最 高 使

用 圧 力 

(MPa） 

最 高 使

用 温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材

料 
名 称 

最高使用

圧 力 

(MPa） 

最高使

用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

第

一

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

発

電

設

備

 

燃

料

移

送

系

 

― 

第

一

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

発

電

設

備

 

燃

料

移

送

系

 

給油口 

～ 

第一ガスタービン発電機

用燃料タンク 

（6,7 号機共用） 
0.95＊2 66＊2 

114.3＊3 6.0＊3 STPT410 5 
＊3 

 114.3 

/60.5 
 

＊3 
 6.0 

/5.5 
 

STPT410 6 

60.5＊3
 5.5＊3

 STPT410 7 

60.5＊3 
2.9 

(3.9＊3) 
STPT410 8 

第一ガスタービン発電機

用燃料タンク 

～ 

第一ガスタービン発電機

用燃料移送ポンプ 

（6,7 号機共用） 

0.95＊2 66＊2 

60.5＊3 
2.9 

(3.9＊3) 
STPT410 9 

60.5＊3 5.5＊3 STS410 10 
＊3 

 76.3 

/60.5 
 

＊3 
 5.2 

/5.5 
 

STS410 11 

76.3＊3 5.2＊3 STS410 12 

第一ガスタービン発電機

用燃料移送ポンプ 

～ 

第一ガスタービン発電機

用燃料小出し槽 

（6,7 号機共用） 

 

 

 

 

 

 

（次頁へ続く） 

0.95＊2 66＊2 

60.5＊3 5.5＊3 STS410 13 
＊3 

 60.5 

/42.7 
 

＊3 
 5.5 

/4.9 
 

STS410 14 

42.7＊3 4.9＊3 STS410 15 
＊3 ＊3 SUS304 16 
*4 *5 SUS316L 17 
＊3 ＊3 SUS304TP 18 
＊3 

  

/ 
 

＊3 
  

/ 
 

SUS304 19 

＊3 ＊3 SUS304TP 20 



 

 

3 

K7 ① 9-1-1-2-2-1～5 R1 

 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊6 
名 称 

最 高 使

用 圧 力 

(MPa） 

最 高 使

用 温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材

料 
名 称 

最高使用

圧 力 

(MPa） 

最高使

用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備 

燃
料
移
送
系

 

― 

第
一
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備 

燃
料
移
送
系

 

（前頁からの続き） 

 

 

0.95＊2 66＊2 

＊3 
  

/ 
 

＊3 
  

/ 
 

21 

＊3 ＊3 22 

注記＊1 ：非常用電源設備のうち非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備，監視測定設備用電源設備）及び補機駆動用燃料設備のうち燃料設備と

兼用。 

＊2 ：重大事故等時の使用時の値。 

  ＊3 ：公称値を示す。 

  ＊4 ：メーカにて規定する呼び径を示す。 

  ＊5 ：メーカ仕様によるものとし，「発電用火力設備に関する技術基準を定める省令」に基づき，規定の圧力まで昇圧した後，適切な時間保持し

たとき,これに耐え，また規定の圧力で点検を行ったとき，漏えいがないものを使用する。 

  ＊6 ：第 9-1-1-2-2-1～5 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置（代替交流電源設備）に係る主配管の

配置を明示した図面に記載の丸番号を示す。 
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第9-1-1-2-2-1～5図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置（代 

替交流電源設備）に係る主配管の配置を明示した図面 別紙 2 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

[主配管] 

管ＮＯ.6＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 7.0 ±12.5％ 同上 

 

管ＮＯ.7＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 76.3 ％   

厚さ 
％ 

 mm 

 

   

 

 

 

管ＮＯ.8＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 76.3 ％   

厚さ 
 ％ 

 mm 

 

   

 

 

 

管ＮＯ.9＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 7.0 ±12.5％ 同上 

 

管ＮＯ.10＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 114.3 ±0.8％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 6.0 ±10％ 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.11＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 60.5 ±0.8％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 5.5 ±10％ 同上 

 

管ＮＯ.12＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 60.5  ％    

厚さ 3.9 
mm 

mm 

 

   

 

 

 

管ＮＯ.13＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 60.5 ％    

厚さ 3.9 
mm 

mm 

 

   

 

 

 

管ＮＯ.14＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 60.5 ±0.8％ ＪＩＳ Ｇ ３４５５による材料公差 

厚さ 5.5 ±10％ 同上 

 

管ＮＯ.15＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 76.3 ±0.8％ ＪＩＳ Ｇ ３４５５による材料公差 

厚さ 5.2 ±10％ 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.16＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 60.5 ±0.8％ ＪＩＳ Ｇ ３４５５による材料公差 

厚さ 5.5 ±10％ 同上 

 

管ＮＯ.17＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 42.7 ±0.8％ ＪＩＳ Ｇ ３４５５による材料公差 

厚さ 4.9 ±10％ 同上 

 

管ＮＯ.18＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 ±0.5mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.19＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 ±0.5mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.20 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 ±0.5mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ ±0.5mm 同上 

 

管ＮＯ.21＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 ±0.5mm ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ ±0.5mm 同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

レジューサＮＯ.R1＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 114.3 ±1.6mm ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 6.0 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

レジューサＮＯ.R1＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 60.5 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 5.5 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

レジューサＮＯ.R2＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 76.3 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 5.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

レジューサＮＯ.R2＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 60.5 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 5.5 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

レジューサＮＯ.R3＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 60.5 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 5.5 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

レジューサＮＯ.R3＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 42.7 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 4.9 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

 

レジューサＮＯ.R4＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 
＋規定しない 

－12.5% 
同上 

 

レジューサＮＯ.R4＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 
＋規定しない 

－12.5% 
同上 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

レジューサＮＯ.R5＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 
＋規定しない 

－12.5% 
同上 

 

レジューサＮＯ.R5＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

外径 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 
＋規定しない 

－12.5% 
同上 

 

  注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

  注記＊:管の強度計算書のＮＯ.を示す。 



その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）の系統図（その1）（軽

油タンク）（重大事故等対処設備）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（代替交流電源設備）（当該設備の申請範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（非常用ディーゼル発電設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（監視測定設備用電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備

 （兼用範囲）

第9-1-1-2-3-1図

系統番号：R43

0615

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

軽油タンク(A)（重大事故等時のみ6,7号機共用）

軽油タンク(B)（重大事故等時のみ6,7号機共用）

65A

65A

第9-1-1-2-3-5図又は第9-1-1-2-3-6図へ

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

第9-1-1-2-3-5図又は第9-1-1-2-3-6図へ

タンクローリ接続口

タンクローリ接続口



系統番号：R43

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）の系統図（その2）（軽

油タンク）（重大事故等対処設備）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（代替交流電源設備）（当該設備の申請範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（監視測定設備用電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備

 （兼用範囲）

第9-1-1-2-3-2図

0615

軽油タンク(A)（6号機設備，重大事故等時のみ6,7号機共用）

軽油タンク(B)（6号機設備，重大事故等時のみ6,7号機共用）

65A

65A

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

第9-1-1-2-3-5図又は第9-1-1-2-3-6図へ

第9-1-1-2-3-5図又は第9-1-1-2-3-6図へ

タンクローリ接続口

タンクローリ接続口



 

 

工 事 計 画 認 可 申 請 第 9-1-1-2-3-3 図 

柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 第 ７ 号 機 

名

称 

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備

のうち非常用発電装置(代替交流電源設備)の系統図

(その 3)(第一ガスタービン発電設備 燃料移送系) 

(重大事故等対処設備) 

東京電力ホールディングス株式会社 

 0529  

D 60.5 

t 5.5 

M STS410 

 

D 60.5 

t 5.5 

M STS410 

 

D 60.5 

t 5.5 

M STS410 

 

D 60.5 

t 5.5 

M STS410 

 

D 60.5 

t 5.5 

M STS410 

 

D 60.5 

t 5.5 

M STS410 

 

D 60.5 

t 5.5 

M STS410 

 

D 60.5 

t 5.5 

M STS410 

 

D 60.5 

t 5.5 

M STS410 

 

D 60.5 

t 5.5 

M STS410 

 

備考  
D 外径mm 

t 厚さmm 

M 材料 

 

D 48.6 

t 5.1 

M STPT370 

 

D 48.6 

t 5.1 

M STPT370 

 

接続部仕様 

接続方式 接続治具 

呼び径 100A 

 

接続部仕様 

接続方式 接続治具 

呼び径 100A 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
  

第 9-1-1-2-3-4 図へ 

第一ガスタービン発電機用 

燃料移送ポンプ(B) 

 

50A 
40A 

65A 50A 

50A 

65A 50A 

20A 

DP 

5
0
A 

P 

P 
DP 

L 

20A 

第一ガスタービン発電機用 

燃料移送ポンプ(A) 
50A 

屋外 

50A 

40A 

第一ガスタービン発電機用 

燃料タンク(A) 

L 

屋外 

第一ガスタービン発電機用 

燃料タンク室 

50A 

50A 

第一ガスタービン発電機用 

燃料タンク(B) 

32A 

50A 

100A 

100A 

第 9-1-1-2-3-5 図より 

第 9-1-1-2-3-4 図へ 

50A 

5
0
A 

第 9-1-1-2-3-5 図より 

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち 
非常用発電装置（代替交流電源設備） 
（当該設備の申請範囲） 

系統番号：R53 

第一ガスタービン発電機用 

燃料タンク室 

32A 

給油口 

給油口 
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工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

系統番号：Z13

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）の系統図（その5）（緊

急安全対策資機材系）（重大事故等対処

設備）

0313

第9-1-1-2-3-5図

東京電力ホールディングス株式会社

タンクローリ給油ライン接続用3mホース（6,7号機共用）

第9-1-1-2-3-3図へ

タンクローリ（16kL）
＊

（6,7号機共用）

タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

第9-1-1-2-3-1図又は第9-1-1-2-3-2図より

タンクローリ（16kL）
＊

（6,7号機共用）

注記＊：タンクローリ（16kL）（6,7号機共用）について，同一の機器を示す。

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（代替交流電源設備）（当該設備の申請範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（監視測定設備用電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備（兼用範囲）



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

系統番号：Z13

東京電力ホールディングス株式会社

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）の系統図（その6）（緊

急安全対策資機材系）（重大事故等対処

設備）

0313

第9-1-1-2-3-6図

タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（代替交流電源設備）（当該設備の申請範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（監視測定設備用電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備（兼用範囲）

タンクローリ（4kL）
＊

（6,7号機共用）

タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

第9-1-1-2-3-1図又は第9-1-1-2-3-2図より

タンクローリ（4kL）
＊

（6,7号機共用）

電源車（6,7号機共用）

注記＊：タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）について，同一の機器を示す。
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（車両全長）6885

（
車
両
高
さ
）
3
0
4
0

（
車
両
全
幅
）
2
2
0
0

工事計画認可申請 第9-1-1-2-4-3図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

その他発電用原子炉の附属施設のうち

非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図

電源車（その1）

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用

電源車用内燃機関（6,7号機共用）

電源車用保護継電装置（6,7号機共用）

電源車用車載燃料タンク（6,7号機共用）

電源車（6,7号機共用）

電源車用励磁装置（6,7号機共用）

電源車用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用）

電源車用調速装置（6,7号機共用）

電源車用非常調速装置（6,7号機共用）

過給機

0206



1 

第 9-1-1-2-4-3 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち 

非常用発電装置（代替交流電源設備）の構造図 電源車（その 1） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

電源車（6,7 号機共用） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

車両全長 6885 ― 概略寸法のため規定しない 

車両全幅 2200 ― 同上 

車両高さ 3040 ― 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工事計画認可申請 第9-1-1-2-4-4図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

その他発電用原子炉の附属施設のうち

非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図

電源車用車載燃料タンク

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記無き寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用

（横）1260

（
た
て
）
5
3
5

（
高
さ
）
4
0
0

0206



1 

第 9-1-1-2-4-4 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち 

非常用発電装置（代替交流電源設備）の構造図 電源車用車載燃料タンク 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

電源車用車載燃料タンク（6,7 号機共用） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 535 ±3mm 製造能力,製造実績を考慮したメーカ基準 

横 1260 ±3mm 同上 

高 さ 400 ±3mm 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工 事 計 画 認 可 申 請 第 9-1-1-2-4-5図 

柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 第 ７ 号 機 

名

称 

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備

のうち非常用発電装置(代替交流電源設備)の構造図 

第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

東京電力ホールディングス株式会社 

 9521  

 
 
 
 
 
 

1 ケーシング 1  

番 号 品 名 個 数 材 料 

部 品 表 

  

注 1：寸法は mm を示す。 

注 2：特記なき寸法は公称値を示す。 

※6,7 号機共用 

外 形 図 

A～A断面図 

 

原動機 

（横）490 
（たて）275 

（
吐
出
内
径
）

50
 

（
吸
込
内

径
）
6
5 

（
高
さ
）
1
35
 

吐出 吸込 

A 

A 
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第 9-1-1-2-4-5 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図 第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[第一ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

吸込内径 65 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

吐出内径 50  mm 同上 

たて 275 mm 同上 

横 490 mm 同上 

高さ 135  mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 





1 

K7
 ①

 9
-1
-1
-2
-4
-6
 R
1E
 

第 9-1-1-2-4-6 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図 第一ガスタービン発電機用燃料タンク 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[第一ガスタービン発電機用燃料タンク] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

胴内径 3200  mm  

胴板厚さ 20 
 mm 

 mm 

 

   

 

 

鏡板厚さ 20 
 mm 

 mm 
 

鏡板の形状に係る寸法 

 鏡板の中央部における 

内面の半径 

3200 
 mm 

 mm 
   

鏡板の形状に係る寸法 

 すみの丸みの内半径 
320 

 

 mm 
 

管台外径（注入口） 60.5 mm    

管台厚さ（注入口） 3.9 
 mm 

 mm 

 

   

 

 

管台外径（排油口） 60.5 mm    

管台厚さ（排油口） 3.9 
mm 

mm 

 

   

 

 

全長 7710 
mm 

mm 
 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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1 

第 9-1-1-2-4-7 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置 

（代替交流電源設備）の構造図 第一ガスタービン発電機用燃料小出し槽 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

第一ガスタービン発電機用燃料小出し槽（6,7 号機共用） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

胴 内 径 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

胴 板 厚 さ 
ＪＩＳによる材料公差及び製造能力，製造実

績を考慮したメーカ基準 

底 板 厚 さ 同上 

屋 根 板 厚 さ 同上 

給 油 口 管 台 外 径 ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

給 油 口 管 台 厚 さ 同上 

送 油 口 管 台 外 径 同上 

送 油 口 管 台 厚 さ 同上 

高 さ 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値  

K7
 
①
 9
-1
-1
-2
-4
-7
 R
1E
 



N1

N3

N2

N4

N5

N7 N11

N6

N9

N14

N10b

N15b

N8

N15a

N13

N10a

N12

N7

N11

N6
N8

N9

N3 N13

N10a N10b

N15a N15b

N4 N14

N2
N12

N1

N5

◌ྍ
ᕤ ⏬ ⏦஦ ィ ㄆ ㄳ

ᶵཎ ◌ྕᏊᓮ ⩚ส ຊ஦ Ⓨ㟁 ➨㸵

ᘧ◌ி ຊ஦ 㟁 ஦ ஦ ஦ ஦ ஦ ஦ ஦ ஦ ♫

◌ྡ

஦

㸿 㸿▮ ど㹼 ᅗ

◌ഃ ஦ ஦ ஦

ရ஦ ஦ ஦ ஦ ஦㒊

஦ ஦ ஦ ஦
◌ྕ␒ ◌ྡရ ಶ஦ ஦ ஦

ᗏ ஦ ஦ ஦

ᒇ ஦ ஦ ஦ ஦

஦ ஦ ஦ ஦ ஦ ஦ ஦ 1

1

1

11

2

3

4

㸿 㸿

1

2

3

4

ȭ⬗ ᚄෆ㸦 㸧
ཌ◌ഃ ஦ ஦㸦

ᗏ
஦

ཌ
஦

㸦

ȭᚄእ◌ഃ ஦ ஦ ஦ ஦ ஦㸦 㸧

஦
㸦
㧗
㸧

ᒇ
஦

஦
ཌ
஦

㸦
㸧

◌ഃ
஦

 ࣥ ◌
஦

 ◌࣮
஦

஦
஦

ཌ
஦

㸦

➨ᅗ

9717

ཎ Ꮚ ᒓ⏝஦ ஦ ஦ Ⓨ㟁 ⅔ ஦ ஦ タ஦ ஦ ஦ 㠀㝃

ᖖ ᖖ⏝ ⏝ ⨨ഛ ௦㟁※タ ஦ ஦ ஦ 㠀 Ⓨ㟁஦ 㸦

ὶ ᵓ Ἔഛ஦ ஦ 㟁※タ ஦ ஦ ㍍ ஦ ஦ ஦㸧 㐀ᅗ
஦ ஦㸦 㸧

ὀ ἲᑍ ஦ PP஦ ♧ ஦஦㸸

ὀ ἲᑍ ⛠බ ◌್≉ グ஦ ஦ ஦ ஦ ♧ ஦஦㸸

ͤ ᶵ ᶵ◌ྕ ◌ྕ ⏝ഛ ඹタ ஦ ஦ ஦ ➼஦ ஦ ஦㔜

◌ഃ ஦ ஦ ஦ ஦ ஦

◌ྎ⟶ ◌୍ ぴ஦

ᚄ஦ ஦
◌ྕ◌ྡ ⛠ ಶ➢ ஦ ஦ ஦

N1

N2

N3

N4

N5

N6

N7

N8

N9

N10a,b

N11

N12

N13

N14

N15a,b

ᒇ ஦ ஦ ஦ ஦ ஦ ஦

Ἔ ◌ཱྀධ

Ἔ ◌ཱྀฟ

஦ ஦ ஦

� ◌ཱྀᑻ

ᾘ ὀⅆ ධ஦

ⅆ ⅏ ჾឤ ▱

ண ഛ

ᗘ ィ

஦ ஦ ஦

1

2

700A

150A

80A

50A

100A

65A

40A

ண ഛ

ᾮ ィ㠃

஦ ஦ ஦

஦ ஦ ஦

2

2

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

25A/40A

65A

65A

100A

100A

50A

150A

700A

஦
◌ྎ

እ
ᚄ

஦
ฟ

◌ཱྀ
஦

㸦
㸦

㸧
㸧

஦
◌ྎ

ཌ
஦

஦
ฟ

◌ཱྀ
㸦

㸦
㸧
㸧

◌ഃ
஦

 ࣥ ◌
஦

 ◌࣮
஦

ཌ
஦

㸦



 

1 

K7
 ①

 9
-1
-1
-2
-4
-8
 R
1 

第 9-1-1-2-4-8 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図 軽油タンク（その 1） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［軽油タンク（その 1）］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

胴内径 9800 
(  mm) 

 ％ 

設計・建設規格ＰＶＣ－４１１０より，同

一断面における最大内径と最小内径の差は

1％以下。 

製造能力・製造実績を考慮したメーカ基準 

側板厚さ 
＋1.2mm 

mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３１９３による材料公差 

【マイナス側公差】 

当社要求仕様 

底板厚さ 
＋0.9mm 

mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３１９３による材料公差 

【マイナス側公差】 

製造能力・製造実績を考慮したメーカ基準 

屋根板厚さ 
＋1.1mm 

mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３１９３による材料公差 

【マイナス側公差】 

当社要求仕様 

管台外径（液出口） 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

管台厚さ（液出口） 
＋12.5％ 

 mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

【マイナス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

側マンホール外径 711.2 
mm 

mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

側マンホール厚さ 
＋1.2mm 

mm 

【プラス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３１９３による材料公差 

【マイナス側公差】 

当社要求仕様 

側マンホールふた厚さ 
＋1.2mm 

 mm 
同上 

高さ 9500 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 注 1 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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 注 2 ：（ ）付公差は最大と最小の差 
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第 9-1-1-2-4-9 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図 軽油タンク（その 2） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［軽油タンク（その 2）］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

胴内径 9800 ±27mm 製造能力・製造実績を考慮したメーカ基準 

側板厚さ 
mm 

当社要求仕様 

底板厚さ 
＋規定しない 

mm 
製造能力・製造実績を考慮したメーカ基準 

屋根板厚さ 
mm 

当社要求仕様 

管台外径（液出口） 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

管台厚さ（液出口） 7 ±12.5％ 同上 

側マンホール外径 712 ±10mm ＪＩＳ Ｂ ０４０１－１による材料公差 

側マンホール厚さ 
mm 

当社要求仕様 

側マンホールふた厚さ 40 
＋2mm 

0mm 
ＪＩＳ Ｂ ２２３８による材料公差 

高さ 9500 ±27mm 製造能力・製造実績を考慮したメーカ基準 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 



（車両全長）9270 （車両全幅）2490

（
車
両
全
高
）
3
0
1
0

車両 容器

工事計画認可申請 第9-1-1-2-4-10図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

9522

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）の構造図　タンクローリ

（16kL）（その1）

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用
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第 9-1-1-2-4-10 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図 タンクローリ(16kL)（その 1） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［タンクローリ(16kL)］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

車両全長 9270 ― 概略寸法のため規定しない 

車両全幅 2490 ― 同上 

車両全高 3010 ― 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 



マンホールふた

胴　　　板

部　　品　　表

材　　　料番号 品　　　名 個数

1

2 鏡　　　板

3

2

1

6 Q235B

A5083P

（管台外径（排出口））φ165

（管台厚さ（排出口））5.0

（マンホール管台厚さ）7.5

1

（
鏡
板
の
内
面
に
お
け
る
長
径
）
2
4
6
0

3

2

3 3 3 3 3 3

A5083P

（鏡板の内面における短径の2分の1）200

（鏡
板厚
さ）
5.0

（全長）6200

（胴長径）2460

（
胴
短
径
）
1
3
9
5

（マンホール外径）φ413

（
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
厚
さ
）

3
.
2

工事計画認可申請 第9-1-1-2-4-11図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

0313

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）の構造図　タンクローリ

（16kL）（その2）

（
胴
板
厚
さ
）
4.0

胴
板
厚
さ
（
底
板
）
4
.
5

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用
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第 9-1-1-2-4-11 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図 タンクローリ(16kL)（その 2） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［タンクローリ(16kL)］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

胴長径 2460 ±4mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

胴短径 1395 ±3mm 同上 

全長 6200 ±8mm 同上 

胴板厚さ 4.0 
＋0.36mm 

0mm 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

消防法で規定された最小板厚 

胴板厚さ（底部） 4.5 
＋0.41mm 

0mm 
同上 

鏡板の形状に係る寸法 

（鏡板の内面における長径） 
2460 ±4mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

鏡板の形状に係る寸法 

（鏡板の内面における短径の 

2 分の 1） 

200 ±4mm 同上 

鏡板厚さ 5.0 ±0.41mm 同上 

管台外径（排出口） 165 ±1.2mm 同上 

管台厚さ（排出口） 5.0 ±0.23mm 同上 

マンホール外径 413 ±0.8mm 同上 

マンホール管台厚さ 7.5 ±1.4mm 同上 

マンホールふた厚さ 3.2 
＋規定なし 

0mm 
消防法で規定された最小板厚 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 



車両
容器

（車両全長）6185

（
車
両
全
高
）
2
4
0
0

（車両全幅）2200

工事計画認可申請 第9-1-1-2-4-12図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

9522

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）の構造図　タンクローリ

（4kL）（その1）

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用
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第 9-1-1-2-4-12 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図 タンクローリ(4kL)（その 1） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［タンクローリ(4kL)］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

車両全長 6185 ― 概略寸法のため規定しない 

車両全幅 2200 ― 同上 

車両全高 2400 ― 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 



（
鏡
板
の
内
面
に
お
け
る
長
径
）

1
8
0
0

（
胴
短
径
）
9
3
0

（全長）3350

（胴板厚さ）3.2

（胴長径）1800

（鏡板の内面における短径の2分の1）65

（鏡板厚さ）

3.2

（管台外径（排出口））137.9

（管台厚さ（排出口））3.2

（マンホール外径）406.4

（マンホール管台厚さ）3.2

（
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
厚
さ
）
3
.
2

部　品　表

番号 名　　称 個数 材　　料

1

2

3

4

胴板（上板）

胴　　板

鏡　　板

マンホールふた

1

1

2

2

SS400相当

(KCP-SS400)

SAPH400

工事計画認可申請 第9-1-1-2-4-13図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

0124

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（代

替交流電源設備）の構造図　タンクローリ

（4kL）（その2）

SAPH400

SAPH400

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用

2

4

3

1

（
胴
板
厚
さ
（
上
板
）
）
3
.
2

4

3
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第 9-1-1-2-4-13 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図 タンクローリ(4kL)（その 2） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［タンクローリ(4kL)］ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根  拠 

胴長径 1800 ±10mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

胴短径 930 ±10mm 同上 

全長 3350 ±20mm 同上 

胴板厚さ（上板） 3.2 
＋規定なし 

0mm 
消防法で規定された最小板厚 

胴板厚さ 3.2 
＋規定なし 

－0.4mm 
同上 

鏡板の形状に係る寸法 

（鏡板の内面における長径） 
1800 ±10mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

鏡板の形状に係る寸法 

（鏡板の内面における短径の 

 2 分の 1） 

65 ±10mm 同上 

鏡板厚さ 3.2 
＋規定なし 

－0.4mm 
消防法で規定された最小板厚 

管台外径（排出口） 137.9 ±10mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

管台厚さ（排出口） 3.2 
＋規定なし 

－0.4mm 
消防法で規定された最小板厚 

マンホール外径 406.4 ±10mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

マンホール管台厚さ 3.2 
＋規定なし 

－0.4mm 
消防法で規定された最小板厚 

マンホールふた厚さ 3.2 
＋規定なし 

－0.4mm 
同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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第 9-1-1-2-4-14 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置 

（代替交流電源設備）の構造図 第一ガスタービン発電機（その 3） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

第一ガスタービン発電機（6,7 号機共用） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て   製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横   同上 

高 さ   同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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（たて）1359

（横）750

工事計画認可申請 第9-1-1-2-4-15図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

（
高
さ
）
7
3
0

その他発電用原子炉の附属施設のうち

非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図

電源車（その2）

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記無き寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用

0206



1 

第 9-1-1-2-4-15 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち 

非常用発電装置（代替交流電源設備）の構造図 電源車（その 2） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

電源車（6,7 号機共用） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 1359 ±13mm 製造能力,製造実績を考慮したメーカ基準 

横 750 ±8mm 同上 

高 さ 730 ±8mm 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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その他発電用原子炉の附属施設のうち

非常用電源設備のうち非常用発電装置

（代替交流電源設備）の構造図

電源車用保護継電装置

※6,7号機共用

地絡過電圧継電器

逆相電流継電器

不足電圧継電器

過電圧継電器
逆電力継電器

過電流継電器

工事計画認可申請 第9-1-1-2-4-17図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

0206
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9.1.1.3 緊急時対策所代替電源設備 



PN

 名　称  軽油タンク（6号機設備，重大事故等時のみ6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.12000mm

 名　称  軽油タンク（重大事故等時のみ6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.12000mm

第9-1-1-3-1-1図

0131

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用

電源設備のうち非常用発電装置（緊急時対策

所代替電源設備）に係る機器の配置を明示し

た図面（その1）

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称



注記＊1 ：下記設備は，5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備(6,7号機共用)の附属機器である。

　　　　  附属機器は「機器本体」と同一取付箇所である。
　　　　  5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用内燃機関（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用

　　　　  調速装置（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用非常調速装置（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内

　　　　  緊急時対策所用可搬型電源設備用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用燃料タ

          ンク（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用励磁装置（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対

          策所用可搬型電源設備用保護継電装置（6,7号機共用）。

　　＊2 ：5号機東側保管場所及び大湊側高台保管場所のうち5号機東側保管場所に2個，大湊側高台保管場所に予備3個を保管する。

    ＊3 ：予備を含めた4個を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所及び大湊側高台

　　　　　保管場所にそれぞれ1個，5号機東側第二保管場所に2個を保管する。

　　＊4 ：タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）については，タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）と同一箇所に取付。

　　＊5 ：予備を含めた4本を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所及び大湊側高台

　　　　　保管場所にそれぞれ1本ずつ保管するとともに，5号機東側第二保管場所に2本保管する。

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第9-1-1-3-1-2図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（緊

急時対策所代替電源設備）に係る機器の

配置を明示した図面（その2）

0316

 名　称  タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊3

　　　　 ホース タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

                タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）
＊4,＊5

保管場所 5号機東側第二保管場所 T.M.S.L.約12000mm

 名　称  タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊3

         ホース タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）
＊4,＊5

保管場所 荒浜側高台保管場所 T.M.S.L.約37000mm

 名　称  5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備（6,7号機共用）
＊1,＊2

　　　　 タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊3

         ホース タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）
＊4,＊5

保管場所 大湊側高台保管場所 T.M.S.L.約35000mm

 名　称  5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備（6,7号機共用）
＊1,＊2

保管場所 5号機東側保管場所 T.M.S.L.約12000mm

　：保管場所



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

PN

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称　：取付箇所

0316

第9-1-1-3-1-3図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（緊

急時対策所代替電源設備）に係る機器の

配置を明示した図面（その3）

注記＊1 ：下記設備は，5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備(6,7号機共用)の附属機器である。

　　　　  附属機器は「機器本体」と同一取付箇所である。

　　　　  5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用内燃機関（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用

　　　　  調速装置（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用非常調速装置（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内

　　　　  緊急時対策所用可搬型電源設備用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用燃料タ

          ンク（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用励磁装置（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対

          策所用可搬型電源設備用保護継電装置（6,7号機共用）。

　　＊2 ：タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）については，タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）と同一箇所に取付。

 名　称  タンクローリ(4kL)（6,7号機共用）
＊2

  ホース　タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　          屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 D/G軽油タンク設置エリア　　　　　　 D/G軽油タンク設置エリア～タンクローリ(4kL)

 名　称  5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備（6,7号機共用）
＊1

取付箇所 5号機原子炉建屋3階 T.M.S.L.27500mm

　　　　 5号機原子炉建屋内緊急時対策所用受電盤

※本図は，6，7号機共用設備の取付箇所に

　おける関係性を示すため，7号機側への

　取付箇所を示す。

　　　　　保管場所にそれぞれ1個，5号機東側第二保管場所に2個を保管する。



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

PN

注記＊1 ：下記設備は，5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備(6,7号機共用)の附属機器である。

　　　　  附属機器は「機器本体」と同一取付箇所である。

　　　　  5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用内燃機関（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用

　　　　  調速装置（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用非常調速装置（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内

　　　　  緊急時対策所用可搬型電源設備用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用燃料タ

          ンク（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用励磁装置（6,7号機共用），5号機原子炉建屋内緊急時対

          策所用可搬型電源設備用保護継電装置（6,7号機共用）。

　　＊2 ：タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）については，タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）と同一箇所に取付。

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称　：取付箇所

0316

第9-1-1-3-1-4図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（緊

急時対策所代替電源設備）に係る機器の

配置を明示した図面（その4）

※本図は，6，7号機共用設備の取付箇所に

  おける関係性を示すため，6号機側への

  取付箇所を示す。

 名　称  5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備（6,7号機共用）
＊1

取付箇所 5号機原子炉建屋3階 T.M.S.L.27500mm

　　　　 5号機原子炉建屋内緊急時対策所用受電盤

 名　称  タンクローリ(4kL)（6,7号機共用）
＊2

  ホース　タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　          屋外 T.M.S.L.約12000mm

　　　　 D/G軽油タンク設置エリア　　　　　　 D/G軽油タンク設置エリア～タンクローリ(4kL)

　　　　　保管場所にそれぞれ1個，5号機東側第二保管場所に2個を保管する。



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

系統番号：R43

東京電力ホールディングス株式会社

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備）（当該設備の申請範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（非常用ディーゼル発電設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（代替交流電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（監視測定設備用電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備

 （兼用範囲）

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（緊

急時対策所代替電源設備）の系統図（そ

の1）（軽油タンク）（重大事故等対処設

備）

第9-1-1-3-2-1図

0615

軽油タンク(A)（重大事故等時のみ6,7号機共用）

軽油タンク(B)（重大事故等時のみ6,7号機共用）

65A

65A

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

第9-1-1-3-2-3図へ

第9-1-1-3-2-3図へ

タンクローリ接続口

タンクローリ接続口



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

系統番号：R43

東京電力ホールディングス株式会社

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（緊

急時対策所代替電源設備）の系統図（そ

の2）（軽油タンク）（重大事故等対処設

備）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備）（当該設備の申請範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（代替交流電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（監視測定設備用電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備

 （兼用範囲）

第9-1-1-3-2-2図

0615

軽油タンク(A)（6号機設備，重大事故等時のみ6,7号機共用）

軽油タンク(B)（6号機設備，重大事故等時のみ6,7号機共用）

65A

65A

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

第9-1-1-3-2-3図へ

第9-1-1-3-2-3図へ

タンクローリ接続口

タンクローリ接続口



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

系統番号：Z13

東京電力ホールディングス株式会社

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（緊

急時対策所代替電源設備）の系統図（その

3）（緊急安全対策資機材系）（重大事故

等対処設備）

0313

第9-1-1-3-2-3図

タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備）（当該設備の申請範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（代替交流電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（監視測定設備用電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備（兼用範囲）

タンクローリ（4kL）
＊

（6,7号機共用）

タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

第9-1-1-3-2-1図又は第9-1-1-3-2-2図より

タンクローリ（4kL）
＊

（6,7号機共用）

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備（6,7号機共用）

注記＊：タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）について，同一の機器を示す。



東京電力ホールディングス株式会社

0220

工事計画認可申請 第9-1-1-3-3-1図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常

用電源設備のうち非常用発電装置（緊急時

対策所代替電源設備）の構造図　5号機原子

炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備

（その1）

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用

（
車
両
高
さ
）
3
4
5
2

（車両全長）6750

（
車
両
全
幅
）
2
0
7
2

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用燃料タンク（6,7号機共用）

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用）

過給機

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用内燃機関（6,7号機共用）

発電機

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用励磁装置（6,7号機共用）

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用保護継電装置（6,7号機共用）

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用調速装置（6,7号機共用）

5号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用非常調速装置（6,7号機共用）



1 

第 9-1-1-3-3-1 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置（緊急

時対策所代替電源設備）の構造図 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設

備（その 1） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備（6,7 号機共用） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

車両全長 6750 ― 概略寸法のため規定しない 

車両全幅 2072 ― 同上 

車両高さ 3452 ― 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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東京電力ホールディングス株式会社

9703

工事計画認可申請 第9-1-1-3-3-2図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常

用電源設備のうち非常用発電装置（緊急時

対策所代替電源設備）の構造図　5号機原子

炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備

用燃料タンク

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用

（たて） （横）

（
高
さ
）

（たて） （横）

（
高
さ
）



1 

第 9-1-1-3-3-2 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置（緊急

時対策所代替電源設備）の構造図 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設

備用燃料タンク 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用燃料タンク（6,7 号機共用） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て  ±3mm ＪＩＳ Ｂ ０４０５による公差 

横  ±3mm 同上 

高 さ  ±2mm 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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東京電力ホールディングス株式会社

9628

工事計画認可申請 第9-1-1-3-3-3図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常

用電源設備のうち非常用発電装置（緊急時

対策所代替電源設備）の構造図　5号機原子

炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備

（その2）

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用

（横） （たて）

（
高
さ
）



1 

第 9-1-1-3-3-3 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置（緊急

時対策所代替電源設備）の構造図 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設

備（その 2） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備（6,7 号機共用） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て  ±7mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横  ±7mm 同上 

高 さ  ±7mm 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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東京電力ホールディングス株式会社

9628

工事計画認可申請 第9-1-1-3-3-4図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常

用電源設備のうち非常用発電装置（緊急時対

策所代替電源設備）の構造図　5号機原子炉

建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備用保

護継電装置

※6,7号機共用

正面図

内部図

　過電流継電器



 

K7
 ①

 Ⅴ
-5
 R
1 

9.1.1.4 監視測定設備用電源設備 



その他発電用原子炉の附属施設のうち

非常用電源設備のうち非常用発電装置

（監視測定設備用電源設備）に係る

機器の配置を明示した図面（その1）

第9-1-1-4-1-1図

9627

＊下記設備はモニタリングポスト用発電機の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一箇所である。

モニタリングポスト用発電機用内燃機関（6,7号機共用），モニタリングポスト用発電機用調速装置（6,7号機共用），

モニタリングポスト用発電機用非常調速装置（6,7号機共用），モニタリングポスト用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用），

モニタリングポスト用発電機用燃料タンク（6,7号機共用），モニタリングポスト用発電機用励磁装置（6,7号機共用），

モニタリングポスト用発電機用保護継電装置（6,7号機共用）

　名　称　　モニタリングポスト用発電機（6,7号機共用）
*

取付箇所　屋外 T.M.S.L.53200mm

　名　称　　モニタリングポスト用発電機（6,7号機共用）
*

取付箇所　屋外 T.M.S.L.38600mm

　名　称　　モニタリングポスト用発電機（6,7号機共用）
*

取付箇所　屋外 T.M.S.L.82000mm

　名　称　　軽油タンク（6号機設備，重大事故等時のみ6,7号機共用）

取付箇所　屋外 T.M.S.L.12000mm

　名　称　　軽油タンク（重大事故等時のみ6,7号機共用）

取付箇所　屋外 T.M.S.L.12000mm

　：取付箇所

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称



注記＊1 ：予備を含めた4個を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所及び大湊側高台

　　　　　保管場所にそれぞれ1個，5号機東側第二保管場所に2個を保管する。

    ＊2 ：タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）については，タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）と同一箇所に取付。

　　＊3 ：予備を含めた4本を荒浜側高台保管場所，大湊側高台保管場所及び5号機東側第二保管場所のうち荒浜側高台保管場所及び大湊側高台

　　　　　保管場所にそれぞれ1本ずつ保管するとともに，5号機東側第二保管場所に2本を保管する。

　：保管場所

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第9-1-1-4-1-2図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（監

視測定設備用電源設備）に係る機器の配

置を明示した図面（その2）

0311

 名　称  タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊1

　　　　 ホース タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

　　　　 　　　 タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）
＊2,＊3

保管場所 5号機東側第二保管場所 T.M.S.L.約12000mm

 名　称  タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊1

　　　　 ホース タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）
＊2,＊3

保管場所 大湊側高台保管場所 T.M.S.L.約35000mm

 名　称  タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊1

　　　　 ホース タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）
＊2,＊3

保管場所 荒浜側高台保管場所 T.M.S.L.約37000mm



 名　称  タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊
 ホース タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　屋外 T.M.S.L.約12000mm　D/G軽油タンク設置エリア～

　　　　　　　D/G軽油タンク設置エリア　　　　　　　　　　　　　　　　タンクローリ（4kL）

　：取付箇所

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第9-1-1-4-1-3図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（監

視測定設備用電源設備）に係る機器の配

置を明示した図面（その3）

0313

注記＊：タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）については，タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）と同一箇所に取付。

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所に

　おける関係性を示すため，7号機側への

　取付箇所を示す。



 名　称  タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）
＊
 ホース タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

取付箇所 屋外 T.M.S.L.約12000mm　　　　　　　屋外 T.M.S.L.約12000mm　D/G軽油タンク設置エリア～

　　　　　　　D/G軽油タンク設置エリア　　　　　　　　　　　　　　　　タンクローリ（4kL）

　：取付箇所

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第9-1-1-4-1-4図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（監

視測定設備用電源設備）に係る機器の配

置を明示した図面（その4）

0313

注記＊：タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）については，タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）と同一箇所に取付。

※本図は，6,7号機共用設備の取付箇所に

　おける関係性を示すため，6号機側への

　取付箇所を示す。



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

系統番号：R43

東京電力ホールディングス株式会社

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（監視測定設備用電源設備）（当該設備の申請範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（非常用ディーゼル発電設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（代替交流電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備

 （兼用範囲）

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（監

視測定設備用電源設備）の系統図（その

1）（軽油タンク）（重大事故等対処設

備）

第9-1-1-4-2-1図

0615

軽油タンク(A)（重大事故等時のみ6,7号機共用）

軽油タンク(B)（重大事故等時のみ6,7号機共用）

65A

65A

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

第9-1-1-4-2-3図へ

第9-1-1-4-2-3図へ

タンクローリ接続口

タンクローリ接続口



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

系統番号：R43

東京電力ホールディングス株式会社

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（監

視測定設備用電源設備）の系統図（その

2）（軽油タンク）（重大事故等対処設

備）

第9-1-1-4-2-2図

0615

軽油タンク(A)（6号機設備，重大事故等時のみ6,7号機共用）

軽油タンク(B)（6号機設備，重大事故等時のみ6,7号機共用）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（監視測定設備用電源設備）（当該設備の申請範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（代替交流電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備

 （兼用範囲）

65A

65A

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

接続部仕様

接続方式

呼び径

ボルト本数

フランジ

65A

4本

第9-1-1-4-2-3図へ

第9-1-1-4-2-3図へ

タンクローリ接続口

タンクローリ接続口



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

系統番号：Z13

東京電力ホールディングス株式会社

系統番号：Z13

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（監

視測定設備用電源設備）の系統図（その

3）（緊急安全対策資機材系）（重大事故

等対処設備）

0313

第9-1-1-4-2-3図

タンクローリ給油ライン接続用40mホース（6,7号機共用）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（監視測定設備用電源設備）（当該設備の申請範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（代替交流電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち

 非常用発電装置（緊急時対策所代替電源設備）（兼用範囲）

：その他発電用原子炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備（兼用範囲）

タンクローリ（4kL）
＊

（6,7号機共用）

タンクローリ給油ライン接続用20mホース（6,7号機共用）

第9-1-1-4-2-1図又は第9-1-1-4-2-2図より

タンクローリ（4kL）
＊

（6,7号機共用）

モニタリングポスト用発電機（6,7号機共用）

注記＊：タンクローリ（4kL）（6,7号機共用）について，同一の機器を示す。



その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（監

視測定設備用電源設備）の構造図　モニ

タリングポスト用発電機（その1）

第9-1-1-4-3-1図

0206

モニタリングポスト用発電機用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用）

モニタリングポスト用発電機用内燃機関（6,7号機共用）

モニタリングポスト用発電機用励磁装置（6,7号機共用）

モニタリングポスト用発電機（6,7号機共用）

モニタリングポスト用発電機用調速装置（6,7号機共用）
モニタリングポスト用発電機用保護継電装置（6,7号機共用）

モニタリングポスト用発電機用非常調速装置（6,7号機共用）

※6,7号機共用

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称



その他発電用原子炉の附属施設のうち

非常用電源設備のうち非常用発電装置

（監視測定設備用電源設備）の構造図

モニタリングポスト用

発電機用燃料タンク

第9-1-1-4-3-2図

（
た
て
）
6
0
0

（横）600

（
高
さ
）
6
0
6
.
7

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用

東京電力ホールディングス株式会社

9524

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称



1 

第 9-1-1-4-3-2 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置 

（監視測定設備用電源設備）の構造図 モニタリングポスト用発電機用燃料タンク 

別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

モニタリングポスト用発電機用燃料タンク（6,7 号機共用） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 600 ±8mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 600 ±8mm 同上 

高 さ 606.7 ±8mm 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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その他発電用原子炉の附属施設のうち

非常用電源設備のうち非常用発電装置

（監視測定設備用電源設備）の構造図　

モニタリングポスト用発電機（その2）

工事計画認可申請 第9-1-1-4-3-3図

柏崎刈羽原子力発電所第7号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

9516

（横）452（たて）782

（
高
さ
）
5
4
9

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用



1 

第 9-1-1-4-3-3 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置 

（監視測定設備用電源設備）の構造図 モニタリングポスト用発電機（その２） 

 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

モニタリングポスト用発電機（6,7 号機共用） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 782 ±4mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 452 ±4mm 同上 

高 さ 549 ±4mm 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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その他発電用原子炉の附属施設のうち

非常用電源設備のうち非常用発電装置

（監視測定設備用電源設備）の構造図　

モニタリングポスト用

発電機用保護継電装置

工事計画認可申請 第9-1-1-4-3-4図

柏崎刈羽原子力発電所第7号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

9524

過電流継電器 地絡過電流継電器

※6,7号機共用
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9.1.1.5 可搬型窒素供給装置用電源設備 



注記＊1 ：下記設備は，可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　　　  可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用内燃機関（6,7号機共用），

          可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用調速装置（6,7号機共用），

　　　　  可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用非常調速装置（6,7号機共用），

          可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用），

　　　　  可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用燃料タンク（6,7号機共用），

          可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用励磁装置（6,7号機共用），

　　　　  可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用保護継電装置（6,7号機共用）

    ＊2 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所にそれぞれ1個ずつ保管するとともに，予備1個を保管場所2箇所のうちいずれかに保管する。

 名　称  可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）
＊1,＊2

保管場所 大湊側高台保管場所 T.M.S.L.約35000mm

 名　称  可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）
＊1,＊2

保管場所 荒浜側高台保管場所 T.M.S.L.約37000mm

　：保管場所

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第9-1-1-5-1-1図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（可

搬型窒素供給装置用電源設備）に係る機

器の配置を明示した図面（その1）

0313



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第9-1-1-5-1-2図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（可

搬型窒素供給装置用電源設備）に係る機

器の配置を明示した図面（その2）

9924

　名　称　　可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）
＊

取付箇所　屋外T.M.S.L.約12000mm

　　　　　　　可搬型窒素供給装置

※本図は，6，7号機共用設備の取付箇所に

　 おける関係性を示すため，7号機側への

　 取付箇所を示す。

注記＊：下記設備は，可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　　　　 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用内燃機関（6,7号機共用），可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用調速装置（6,7号機共用），

　　　　　 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用非常調速装置（6,7号機共用），可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用），

　　　　　 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用燃料タンク（6,7号機共用），可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用励磁装置（6,7号機共用），

　　　　　 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用保護継電装置（6,7号機共用）

　：取付箇所



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第9-1-1-5-1-3図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうち非常用発電装置（可

搬型窒素供給装置用電源設備）に係る機

器の配置を明示した図面（その3）

9X18

※本図は，6，7号機共用設備の取付箇所に

　 おける関係性を示すため，6号機側への

　 取付箇所を示す。

注記＊：下記設備は，可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備の附属機器である。附属機器は「機器本体」と同一の取付箇所である。

　　　　　 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用内燃機関（6,7号機共用），可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用調速装置（6,7号機共用），

　　　　　 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用非常調速装置（6,7号機共用），可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用機関付冷却水ポンプ（6,7号機共用），

　　　　　 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用燃料タンク（6,7号機共用），可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用励磁装置（6,7号機共用），

　　　　　 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用保護継電装置（6,7号機共用）

　：取付箇所

　名　称　　可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（6,7号機共用）
＊

取付箇所　屋外T.M.S.L.約12000mm

　　　　　　　可搬型窒素供給装置



（車両全長）8670

（
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工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常

用電源設備のうち非常用発電装置（可搬型

窒素供給装置用電源設備）の構造図　可搬

型窒素供給装置用可搬型電源設備（その1）

第9-1-1-5-2-1図

9823

可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備

可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

※6,7号機共用



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

0319

第9-1-1-5-2-2図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常

用電源設備のうち非常用発電装置（可搬型

窒素供給装置用電源設備）の構造図　可搬

型窒素供給装置用可搬型電源設備（その2）

※6,7号機共用

可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用燃料タンク

可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用機関付冷却水ポンプ

可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用内燃機関

可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備

過給機

可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用保護継電装置

可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用励磁装置

可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用非常調速装置

可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用調速装置
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第 9-1-1-5-2-3 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（可搬型窒素供給装置用電源設備）の構造図 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用燃料タンク 

別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備用燃料タンク] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

たて   mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横   mm 同上 

高さ   mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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第 9-1-1-5-2-4 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち非常用発電装置

（可搬型窒素供給装置用電源設備）の構造図 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備（その 3） 

別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備] 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根  拠 

たて  mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横  mm 同上 

高さ  mm 同上 

 注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 



東京電力ホールディングス株式会社

9823

工事計画認可申請 第9-1-1-5-2-5図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

名

称

※6,7号機共用

過電流継電器

その他発電用原子炉の附属施設のうち非常

用電源設備のうち非常用発電装置（可搬型

窒素供給装置用電源設備）の構造図　可搬

型窒素供給装置用可搬型電源設備用保護

継電装置
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9.1.2 その他の電源装置 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年12月 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

柏崎刈羽原子力発電所第７号機 工事計画審査資料 

資料番号 ○○－○○－〇〇 

提出年月日 ○○○〇年〇月〇日 

本資料のうち，枠囲みの内容

は，機密事項に属しますので公

開できません。 



工事計画認可申請 第9-1-2-1-1図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

8830

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうちその他の電源装置に

係る機器の配置を明示した図面（その1）

注：寸法はmmを示す。







原子炉建屋
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54000
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ＲＡ

ＲＢ

ＲＣ

ＲＤ

ＲＥ

ＲＦ

ＲＧ

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

 名　称  逃がし安全弁用可搬型蓄電池

取付箇所 原子炉建屋 T.M.S.L.4800mm

         安全系多重伝送現場盤DIV-Ⅰ

 名　称  逃がし安全弁用可搬型蓄電池

保管場所 原子炉建屋 T.M.S.L.4800mm

 名　称  逃がし安全弁用可搬型蓄電池
＊

保管場所 原子炉建屋 T.M.S.L.4800mm

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第9-1-2-1-4図

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうちその他の電源装置に

係る機器の配置を明示した図面（その4）

0612

　：保管場所

　：取付箇所

注：寸法はmmを示す。

注記＊：予備（6,7号機共用）の保管場所を示す。
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第 9-1-2-2-1 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち 

その他の電源装置の構造図 AM 用直流 125V 充電器 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

 

 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 1800 ±6mm ＪＥＭ １４５９による製造公差 

横 2000 ±6mm 同上 

高 さ 2300 ±4mm 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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蓄電池8個用

蓄電池6個用

4個並び 2段1列

2段1列3個並び

側 面 図正 面 図

側 面 図正 面 図

(たて

(たて)(横)

(
高

さ
)

(横)

(
高

さ
)

注1:寸法はmmを示す。
注2:特記なき寸法は公称値を示す。

名
称

柏崎刈羽原子力発電所 第７号機

工事計画認可申請

その他発電用原子炉の附属施設のうち
非常用電源設備のうちその他の電源装置の
構造図　直流125V蓄電池（その1）

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社

8 9 1 4

第9-1-2-2-2図

直流125V蓄電池 一覧表

名　　称 備 考
直流125V蓄電池 7A
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第 9-1-2-2-2 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち 

その他の電源装置の構造図 直流 125V 蓄電池（その 1） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

直流 125V 蓄電池 7A（4個並び 2段 1列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 同上 

高 さ 
 

ＪＩＳ Ｃ ８７０４－２－２， 

ＪＩＳ Ｂ ０４０５による製造公差 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 

 

直流 125V 蓄電池 7A（3個並び 2段 1列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 同上 

高 さ ＪＩＳ Ｃ ８７０４－２－２， 

ＪＩＳ Ｂ ０４０５による製造公差 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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蓄電池4個用

蓄電池2個用

 側 面 図

1段2列

1段1列

 側 面 図

2個並び

 正 面 図

2個並び

 正 面 図

名　　称 備 考
直流125V蓄電池 一覧表

直流125V蓄電池 7A-2

(横) (たて)

(
高

さ
)

(たて(横)

(
高

さ
)

名
称

柏崎刈羽原子力発電所 第７号機

工事計画認可申請

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社

第9-1-2-2-3図

　その他発電用原子炉の附属施設のうち
非常用電源設備のうちその他の電源装置の
　　構造図　直流125V蓄電池(その2)

注1:寸法はmmを示す。
注2:特記なき寸法は公称値を示す。

8 9 1 4
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第 9-1-2-2-3 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうちその他の電源装置 

の構造図 直流 125V 蓄電池（その 2） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

 

直流 125V 蓄電池 7A-2（2個並び 1段 2列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 同上 

高 さ 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 

 

直流 125V 蓄電池 7A-2（2個並び 1段 1列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 同上 

高 さ 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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 正 面 図  側 面 図

2個並び 1段2列

1段1列2個並び

 正 面 図  側 面 図

蓄電池4個用

蓄電池2個用

名　　称 備 考

直流125V蓄電池 7C
直流125V蓄電池 7B

直流125V蓄電池 一覧表

(横 (たて)

(横) (たて)

(
高
さ

(
高

さ

名
称

柏崎刈羽原子力発電所 第７号機

工事計画認可申請

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社

第9-1-2-2-4図

　その他発電用原子炉の附属施設のうち
非常用電源設備のうちその他の電源装置の
　　構造図　直流125V蓄電池(その3) 

注1:寸法はmmを示す。
注2:特記なき寸法は公称値を示す。

8 9 1 4
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第 9-1-2-2-4 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうちその他の電源装置 

の構造図 直流 125V 蓄電池（その 3） 別紙 

 

 工事計画記載の公称値の許容範囲  

 

 

直流 125V 蓄電池 7B（2個並び 1段 2列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て   製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横   同上 

高 さ   同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 

 

直流 125V 蓄電池 7B（2個並び 1段 1列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て   製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横   同上 

高 さ   同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

  

 

直流 125V 蓄電池 7C（2個並び 1段 2列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て   製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横   同上 

高 さ   同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 

 

直流 125V 蓄電池 7C（2個並び 1段 1列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て   製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横   同上 

高 さ   同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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名　　称 備 考
直流125V蓄電池 7D

直流125V蓄電池 一覧表

柏崎刈羽原子力発電所 第７号機

工事計画認可申請

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社

名
称

 正 面 図

6個並び

蓄電池12個用

 正 面 図

6個並び

蓄電池6個用

1段2列

 側 面 図

1段1列

 側 面 図

第9-1-2-2-5図

　その他発電用原子炉の附属施設のうち
非常用電源設備のうちその他の電源装置の
　　構造図　直流125V蓄電池(その4)

(たて)

(たて)(横)

(横)

(
高

さ
)

(
高

さ
)

注1:寸法はmmを示す。
注2:特記なき寸法は公称値を示す。

8 9 1 4
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第 9-1-2-2-5 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうちその他の電源装置 

の構造図 直流 125V 蓄電池（その 4） 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

 

直流 125V 蓄電池 7D（6個並び 1段 2列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 同上 

高 さ 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 

 

直流 125V 蓄電池 7D（6個並び 1段 1列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 同上 

高 さ 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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蓄電池8個用

蓄電池6個用

4個並び 2段1列

2段1列3個並び

側 面 図正 面 図

側 面 図正 面 図

(たて)

(たて)(横)

(
高

さ
)

(横)

(
高

さ
)

名
称

柏崎刈羽原子力発電所 第７号機

工事計画認可申請

　その他発電用原子炉の附属施設のうち
非常用電源設備のうちその他の電源装置の
　　構造図　AM用直流125V蓄電池

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社

8 8 0 6

第9-1-2-2-6図

注1:寸法はmmを示す。
注2:特記なき寸法は公称値を示す。
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第 9-1-2-2-6 図 その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうち 

その他の電源装置の構造図 AM 用直流 125V 蓄電池 別紙 

 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

AM 用直流 125V 蓄電池（4個並び 2段 1列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 同上 

高 さ ＪＩＳ Ｃ ８７０４－２－２， 

ＪＩＳ Ｂ ０４０５による製造公差 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

 

 

AM 用直流 125V 蓄電池（3個並び 2段 1列） 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 同上 

高 さ ＪＩＳ Ｃ ８７０４－２－２， 

ＪＩＳ Ｂ ０４０５による製造公差 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工事計画許可申請

柏崎刈羽原子力発電所第7号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

（横）390

（
高
さ
）
5
0
5

（たて）500

正　面　図 側　面　図

注1：寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

その他発電用原子炉の附属施設のうち非

常用電源設備のうちその他の電源装置の

構造図 逃がし安全弁用可搬型蓄電池

0526

第9-1-2-2-7図
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第 9-1-2-2-7 図「その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備のうちその他の電源装置の 

構造図 逃がし安全弁用可搬型蓄電池」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

た て 500 ±2mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

横 390 ±2mm 同上 

高 さ 505 ±6mm 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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9.2 常用電源設備 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年12月 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

柏崎刈羽原子力発電所第７号機 工事計画審査資料 

資料番号 ○○－○○－〇〇 

提出年月日 ○○○〇年〇月〇日 

本資料のうち，枠囲みの内容

は，機密事項に属しますので公

開できません。 
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Ｉ－Ｉ矢視図 Ｊ－Ｊ矢視図 Ｋ－Ｋ矢視図 Ｌ－Ｌ矢視図 Ｍ－Ｍ矢視図 Ｎ－Ｎ矢視図

Ｃ Ｋ Ｌ

500kV超高圧開閉所　T.M.S.L. 13200

2号高起動変圧器（5号機設備，1,2,3,4,5,6,7号機共用）

3号高起動変圧器（4号機設備，1,2,3,4,5,6,7号機共用）

1号高起動変圧器（1号機設備，1,2,3,4,5,6,7号機共用）

線路用500kV遮断器（1号機設備，1,2,3,4,5,6,7号機共用）（O1）

線路用500kV遮断器（1号機設備，1,2,3,4,5,6,7号機共用）（O2）

線路用500kV遮断器（4号機設備，1,2,3,4,5,6,7号機共用）（O3）

線路用500kV遮断器（4号機設備，1,2,3,4,5,6,7号機共用）（O4）

工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第9-2-1-1図

その他発電用原子炉の附属施設のうち

常用電源設備に係る機器の配置を明示し

た図面（その1）

注：寸法はmmを示す。

0527



工事計画認可申請 第9-2-1-2図

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

0515

その他発電用原子炉の附属施設のうち常

用電源設備に係る機器の配置を明示した

図面（その2）

注：寸法はmmを示す。



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

発電機

注：寸法はmmを示す。

その他発電用原子炉の附属施設のうち常

用電源設備に係る機器の配置を明示した

図面（その3）

第9-2-1-3図

0826



工事計画認可申請

柏崎刈羽原子力発電所第７号機

東京電力ホールディングス株式会社

名

称

第9-2-1-4図

その他発電用原子炉の附属施設のうち

常用電源設備に係る機器の配置を明示

した図面（その4）

0526

注：寸法はmmを示す。


